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(57)【要約】
順応医療データ取得パッドおよび構成可能イメージング
システムである。この順応パッドは、相互接続ネットワ
ークと作動上関連する複数のトランシーバを備えること
ができ、この相互接続ネットワークは、コンピュータシ
ステムと通信する。このデータ取得パッドは、可撓性回
路および少なくとも１つの超音波データ収集デバイスと
共に構築することができ、様々な医療手順を実行する。
様々なタイプの信号の送信素子および受信素子は、超音
波システムを提供するよう選択可能であり、制御用電子
回路と組み合わせて様々な構成において配列する、スケ
ーラブルな容量性マイクロマシン超音波変換器を含んで
いる。この制御用電子回路は、信号処理のための変換ボ
ードおよびソフトウェアとインターフェースしている。
結果として生じた超音波データ（３次元モデル等）は、
産業標準のハイスピードバスを経由して、様々な超音波
システムの標準インターフェースに送信可能である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導電性経路と接続した複数の容量性微細製造超音波トランシーバ（ｃＭＵＴ）と、
　前記複数のｃＭＵＴおよび前記導電性経路を支持するゲル状のキャリアベースと、
　制御用電子回路のアセンブリであって、前記導電性経路と結合し、前記ｃＭＵＴの１つ
以上のグループを選択的に制御し作動させて、データ取得信号を送信および受信の一方又
は双方を行う前記制御用電子回路のアセンブリと
を備える、データ取得パッド。
【請求項２】
　ｃＭＵＴのグループをホストするための少なくとも１つのシリコンチップをさらに備え
、前記ｃＭＵＴは、１次元または２次元のアレイを提供するよう配列したソリッドステー
ト構造である、請求項１に記載のデータ取得パッド。
【請求項３】
　前記複数のｃＭＵＴは、シリコン、圧電、赤外線またはエレクトロマイグレーションの
センサまたはトランシーバの１つ以上を備える、請求項１に記載のデータ取得パッド。
【請求項４】
　前記導電性経路は、複数の集積回路（ＩＣ）、回路ボードのための単一または複数レベ
ルの金属トレースから形成する可撓性回路を含む、請求項１に記載のデータ取得パッド。
【請求項５】
　前記制御用電子回路の単一または複数のチップまたはアセンブリは、前記データ取得パ
ッドと直接接続するか、または前記データ取得パッドと一体的に形成する、請求項１に記
載のデータ取得パッド。
【請求項６】
　前記キャリアベースは、平坦の、湾曲のまたは円錐形の構造であって、剛性のある、可
撓性のあるまたは順応性のある前記構造を提供するよう構成可能である、請求項１に記載
のデータ取得パッド。
【請求項７】
　前記キャリアベースは、実質的に、およそ３インチ×３インチである正方形パッドか、
またはおよそ直径４から６インチである円形パッドか、またはおよそ２インチ×４インチ
であるストリップパッドとして形成し、切り抜きまたはスリットを、最良の順応性のため
組み込んでいる、請求項１に記載のデータ取得パッド。
【請求項８】
　前記キャリアベースは、セラミック、ゲル、金属合金、薄膜材料、高分子膜、有機織ま
たは不織組成物のうち、１つ以上の材料から形成する、請求項１に記載のデータ取得パッ
ド。
【請求項９】
　前記データ取得パッドは、胸組織イメージング、外科的誘導、生検、皮膚手技、緊急時
応答、または治療上のデリバリーのうち、１つ以上の手順のために構成する、請求項１に
記載のデータ取得パッド。
【請求項１０】
　前記ｃＭＵＴは、前記キャリアベースの表面上に置くか、または少なくともその中に部
分的に埋め込む、請求項１に記載のデータ取得パッド。
【請求項１１】
　前記データ取得パッドは、１つ以上の単回使用の使い捨て材料から構築する、請求項１
に記載のデータ取得パッド。
【請求項１２】
　前記キャリア材料は、半固体ゲルを含む、請求項１に記載のデータ取得パッド。
【請求項１３】
　前記データ取得パッドは、定置ハンズフリーデータ取得のために構成可能である、請求
項１に記載のデータ取得パッド。
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【請求項１４】
　作動上前記データ取得パッドと結合されており、データを操作し、記憶し、超音波デー
タセット、２Ｄ、３Ｄもしくは４Ｄのイメージまたは別の情報形態に準備する電子回路ボ
ードおよびコンピュータ処理システムをさらに備える、請求項１に記載のデータ取得パッ
ド。
【請求項１５】
　前記データ取得パッドは、超音波イメージングパッドとして構成し、前記導電性経路と
電気的に接続している少なくとも幾つかの前記ｃＭＵＴは、分析信号を送ることと超音波
検出信号を受信することの両方のために構成する、請求項１に記載のデータ取得パッド。
【請求項１６】
　データ取得パッドと通信するための制御用電子回路のセットを備え、前記制御用電子回
路は、大きな２Ｄ／３Ｄデータセットに対するデータ処理能力と、前記２Ｄ／３Ｄデータ
セットの少なくとも一部を記憶するためのメモリストレージと、前記データ取得パッドお
よび既存のフロントエンドの電子回路システムと相互接続するための送信システムとを含
む、サポート用ソフトウェアアプリケーションを備える変換ボード装置。
【請求項１７】
　前記変換ボードは、ウィンドウズ（Ｗｉｎｄｏｗｓ）、アップル（Ａｐｐｌｅ）、ユニ
ックス（Ｕｎｉｘ）、またはサン・ソラリス（Ｓｕｎ　Ｓｏｌａｒｉｓ）のプラットフォ
ームの何れかと共に動作する、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記データ取得パッドはシリコンベースのパッドであり、前記変換ボードは、リアルタ
イムまたは記憶されたデータを処理し前記シリコンベースのパッドとの間で送信し、ＵＳ
Ｂコネクタ、ＩＥＥＥ標準システムバス、または産業団体が採用していない非標準のもし
くは採用した標準のインターフェースのうち少なくとも１つを介して前記既存のフロント
エンドの電子回路と作動上接続される、請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　前記変換ボードはまた、前記データをオフラインで処理し、そのメモリに記憶する、請
求項１６に記載の装置。
【請求項２０】
　前記サポート用ソフトウェアはリモートのコンピュータにあり、前記大きな２Ｄ／３Ｄ
データのセットを処理し、記憶し、送信するために前記システムの機能を管理する、請求
項１６に記載の装置。
【請求項２１】
　前記変換ボードはまた、前記既存のフロントエンド電子システムとワイヤレスで通信す
る、請求項１６に記載の装置。
【請求項２２】
　前記変換ボードは、同軸ケーブルを介してまたはワイヤレスで、前記信号を前記データ
取得パッドへ送信し、データを前記データ取得パッドから受信する、請求項１６に記載の
装置。
【請求項２３】
　複数の微細製造トランシーバを備えたイメージングデータ取得パッドであって、前記複
数の微細製造トランシーバはゲル状キャリアベースが支持する導電性経路と接続する前記
イメージングデータ取得パッドと、
　前記イメージデータ取得パッドと結合し、前記複数の微細製造トランシーバと信号を送
受信することを容易にする、変換ボードと、
　前記変換ボードをマイクロプロセッサに接続する外部ハードウェアリンクであって、前
記マイクロプロセッサは、前記信号を前記複数の微細製造トランシーバと交換するよう制
御し処理する能力を有する前記外部ハードウェアリンクと、
　メモリストレージにおいて記憶されたソフトウェアプログラムであって、前記マイクロ
プロセッサは前記イメージングデータ取得パッドからの前記信号を処理して視覚モニタ上
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で代表的に表示可能なイメージングデータを生成するためにアクセス可能である前記ソフ
トウェアプログラムと
を備える、イメージング・コンピュータ処理システム。
【請求項２４】
　前記電子回路ボードおよび前記イメージングデータ取得パッドは、ユニバーサルシリア
ルバス（ＵＳＢ）または別の産業標準システムバスと結合する、請求項２３に記載のイメ
ージング・コンピュータ処理システム。
【請求項２５】
　治療用の超音波デバイスであって、
表面を有し、ヒトまたは獣医学上の患者の体表面上に置くことが可能であるよう構成する
基板と、
　前記基板の前記表面上に配置する複数の超音波変換素子と
を備え、前記デバイスは患者の体の少なくとも１つの器官または部分に十分な時間、超音
波エネルギーを送るのに効果的であるよう構築した
治療用の超音波デバイス。
【請求項２６】
　ヒトまたは獣医学上の患者の体内に超音波誘導効果を生じさせるための方法であって、
　複数の可撓性があるよう接続した超音波変換素子を含む超音波デバイスを、前記患者の
体表面上に置くステップと、
　前記超音波誘導効果を生じさせるため、前記超音波変換素子を使用して患者の体の少な
くとも一部分に十分な時間超音波を送るステップと
を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、２００５年１１月２８日に提出した米国仮特許出願番号６０／７４０，１７５
の優先権を主張し、この仮特許出願は、言及によって本明細書にその全体を組み込むもの
とする。
【０００２】
　超音波診断イメージングシステムは、超音波イメージングおよび測定を実行するために
広く使用されている。例えば、循環器内科医、放射線内科医および産科医は、超音波診断
イメージングシステムを使用して、心臓、様々な腹部の臓器または発育中の胎児をそれぞ
れ診察している。一般的に、これらシステムにより、超音波プローブを液体ゲル等の伝達
剤および患者の皮膚に押しあて、そしてこのプローブ内に設置した超音波変換器を駆動さ
せ、超音波エネルギーをその皮膚を介してその患者の体内に伝達することによって、イメ
ージング情報は取得される。体内への超音波エネルギーの伝達に応答して、超音波エコー
が体の内部構造から放射される。この音響的エコーの戻りは、前記プローブ内の変換器に
よって電気信号に変換される。この電気信号は、診断システムとプローブとを結合するケ
ーブルによって、その診断システムに転送される。
【背景技術】
【０００３】
　超音波診断プローブ内で使用する音響的変換器は一般的に、しばしば個別の圧電素子の
アレイを備えている。これら素子は普通、複数の細心の製造ステップに従うことによって
、圧電材料から形成している。ある一般的な方法において、圧電変換器アレイは、圧電材
料の単一のブロックを、音響的減衰を提供する支持部に接着することによって形成する。
次に、この単一のブロックを、側面に沿ってこの材料を切断またはさいの目に切ることに
より再分割し、アレイの矩形素子を形成する。この個別の素子上に様々な金属化プロセス
を使用して電気的接触パッドを形成し、電気的導体がこのアレイの個別の素子と結合でき
るようにする。それからこの電気的導体を、様々な電気的接合方法（はんだ付け、スポッ
ト溶接を含む）によって、または粘着的にこの導体を前記接触パッドと接着することによ
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って、前記接触パッドと結合する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一般的に前述のような現在の方法は、多くとも数百素子を有する音響的変換器アレイを
形成するためには妥当であるが、より小さな素子サイズを有する変換器素子のより大きな
アレイは、これらアプローチを使用しては容易に形成されない。その結果、シリコンマイ
クロ電子デバイスの製造において使用する様々な技法を適合させて、超音波変換器素子を
形成しており、それは、一部にはこれら技法が概して、入り組んだ細部における小さな構
造の反復的な製造を可能にするからである。
【０００５】
　半導体製造方法を使用して形成できるデバイスの例は、マイクロマシン加工のまたは微
細製造の超音波変換器（ＭＵＴ）である。このＭＵＴは、従来の圧電超音波変換器に対し
て幾つかの重大な利点を有する。例えば、一般的にこのＭＵＴの構造は、最適化パラメー
タの観点から、従来の圧電素子デバイスにおいて典型的に利用可能なものよりも高い可撓
性を提供する。さらにこのＭＵＴは、簡便には半導体基板上で、様々な半導体製造方法を
使用して形成することができ、都合の良いことには、比較的大きな数の変換器の形成を可
能にする。この非常に多くの変換器の形成は、そのとき所与の大きな変換器アレイに集積
できる。加えて、アレイ内のＭＵＴとそのアレイ外部の電子的デバイスとの間の内部接続
もまた、簡便には製造プロセス中に形成することができる。ＭＵＴは容量性に作動するこ
とができ、一般的にはｃＭＵＴとして参照されている。そのことは、米国特許番号５，８
９４，４５２において示されており、言及によって本明細書にその全体を組み込むものと
する。代替として、圧電材料をＭＵＴの製造において使用することができ、それは一般的
にはｐＭＵＴとして参照されている。そのことは、米国特許番号６，０４９，１５８にお
いて示されており、言及によって本明細書にその全体を組み込むものとする。したがって
ますますＭＵＴは、超音波システムにおける従来の圧電超音波変換器の魅力的な代替とな
ってきている。
【０００６】
　さらに、今日利用可能な幾つかの超音波デバイスは、キルト状の基板が支持している、
複数の、個別の変換器素子を利用している。米国特許出願公報２００６／０２４１５２２
を参照せよ。言及によって本明細書にその全体を組み込むものとする。これらデバイスに
おけるそのような材料は、妥当な超音波伝達効率も満足のゆくイメージング解像度も提供
できない。
【０００７】
　微細製造素子の協調して相互接続されたネットワークを使用し、超音波イメージおよび
他のタイプの医療データ情報を取得可能な機器および手順が必要とされており、この微細
製造素子は、効率的でコスト効果の高い手法において製造可能なものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、広く様々な医療情報を取得するためのデータ取得方法および装置を提供する
。本発明の好ましい実施形態においては、ある用途に対して修正可能な構成可能スキャニ
ングデバイスを含む、超音波イメージングシステムおよびそれらに関係した使用法を提供
する。このスキャニングデバイスは、様々な物理的形態（例えば平面、ストリップ、円錐
）に構成可能な超音波プローブおよびパッドを含み、これらの物理的形態は、患者の解剖
学的構造の選択した部分に対し、構造上可撓性があるか、または比較的固定であることが
可能である。
【０００９】
　超音波すなわちイメージング用途に関する他の目的および手順のための、本明細書にお
いて説明する本発明の様々な側面は、データ取得を必要とする他の医療手順に対して、等
しく適用可能である。超音波技術のイメージングおよび用途のためのステップおよび装置
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に関するこのような説明の外延まで、同じことが他の医療手順等に対して等しく適用可能
であり、相互交換可能である。本発明の様々な側面は、個別に、集合的にまたは互いの組
み合わせとして、高く評価されうることが理解されよう。
【００１０】
　本発明の他の目標および利点は、後述の説明および添付の図面を共に考慮すれば、さら
に高く評価され、かつ理解されるであろう。後述の説明は、本発明のある実施形態を説明
する特定の詳細を含むが、このことは、本発明の範囲を限定するものとしてではなく、む
しろ好ましい実施形態の例示として解釈すべきである。本発明の各側面に対し、本明細書
において示唆するような当業者に知られた多くの変形が可能である。本発明の範囲内で、
その要旨を逸脱することなしに様々な変更および修正をすることが可能である。
【００１１】
　あたかも各個別の刊行物または特許出願を、明確にそして個別に、言及によって組み込
むことが指示されているかのように、本明細書で言及している全ての刊行物および特許出
願は、言及によって本明細書に同じ外延まで組み込むものとする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下は、本発明の様々な実施形態の説明であり、この実施形態は、添付の図面において
図示している。
【００１３】
　本明細書においては、対応する参照文字が、様々な図または図面の間で対応する要素を
指し示していることに注意されたい。添付の図で用いられる図面の簡単な説明は、その図
のみに関するものであり、本発明の範囲を限定するように解釈すべきでない。
【００１４】
　図１は、本発明の一側面に従い提供するイメージングシステム１０の実現例を図示して
おり、この実現例は、イメージングアレイ１２を含んでいる。イメージングシステム１０
は様々な医療データを生成可能である。この医療データは、以後、対象（患者等）の関心
領域の「イメージデータ」という一般的な用語が包含するものとする。イメージングシス
テム１０は、接続６０を介して変換ボードおよび／またはコンピュータシステム１６と作
動上関連するイメージングアレイ１２を使用する。
【００１５】
　本発明の一実施形態では、様々な体組織、器官および構造からのイメージングの時に、
関心領域を選択することができる。他の実施形態では、関心領域は既定であることができ
、それによってイメージングシステム１０は、特定の体組織、器官および構造（胸、洞ま
たは皮膚等）を標的とすることができる。別実施形態において、関心領域は、関係した医
療の専門（胸、骨盤領域および／または隣接範囲を含む産婦人科等）の範囲を標的とする
ことができる。様々な対象の他の関心領域も、また想定している。
【００１６】
　イメージングアレイ１２の次元およびサイズは、イメージングアレイ１２を使用する用
途に依存する。例えば、特定箇所の皮膚イメージングのために設計したイメージングアレ
イは、腹部器官のイメージングのために設計したイメージングアレイよりも大幅に小さい
ことがある。
【００１７】
　本発明の別実施形態において、イメージングアレイ１２は構造的に可撓性があるように
できるが、別実施形態において、イメージングアレイ１２は剛性があるようにできる。ま
たイメージングアレイ１２は、全体的にまたは部分的に、分析する関心領域に順応するこ
とができる。さらにイメージングアレイ１２は、特定のタイプの読み取りに対して、指定
したサイズ、可撓性および順応性を持つことができる。本発明のこの側面に従い提供する
様々なイメージングアレイの幾つかの実現例を、より詳細に以下で説明する。
【００１８】
　図２において示しているイメージングアレイ１２は、相互接続ネットワーク２０を介し
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てコンピュータシステム１６と作動上関連する１つ以上のトランシーバのグループまたは
クラスタを有するキャリアベース１４を含むことができる。この相互接続ネットワークは
、能動的であるかまたは受動的な、例えば独立したプリント回路ボード上で互いに統合さ
れた、分散したまたはモジュール方式の、電気的および温度的な材料およびコンポーネン
トを含むことができる。キャリアベース１４は可撓性のあるファブリックより製造し、そ
して可撓性のあるベースとして作用することができる。キャリアベース１４の幾つかの実
現例は、より詳細に以下で説明する。加えて相互接続ネットワーク２０は、各トランシー
バ１８をコンピュータシステム１６と作動上相互接続し、イメージングシステム１０に対
してパワーおよび通信機能を提供する。本発明の好ましい一実施形態では、各トランシー
バ１８は、独立した電気信号を受信する能力を有し、かつ電気的に分離することができ、
ならびに別実施形態では、各トランシーバ１８は、１つ以上の他のトランシーバ１８と接
続することができる。
【００１９】
　本発明の好ましい実施形態は、信号の電気的分離を達成するためのマルチレベルのまた
はマルチレイヤのネットワークを含むことが可能な相互接続１２を含んでおり、それによ
って各トランシーバ１８は全ての他のトランシーバ１８と機能的に独立できる。さらなる
好ましい実施形態において、この電気的分離は、各トランシーバ１８同士の電気的導電性
ネットワーク経路を絶縁することで達成できる。本明細書において、トランシーバ１８お
よび入力／出力制御（１つ以上の端末終端４４として示している）に対する様々な電気的
接続は、キャリアベース１４の中にまたは上に、パターン化し組み込むことができる。こ
の電気的接続は、ワイヤレスまたは接続するための配線／ケーブルのどちらかでコンピュ
ータシステム１６と接続することができる。
【００２０】
　１つ以上のトランシーバ（本明細書においては、以下で詳述する様々なセンサを含む用
語として使用する）は、分析信号を送信し、検出信号を受信する両方の能力を有するデバ
イスであることができる。本発明の好ましい実施形態において、選択したトランシーバ１
８が受信するこの検出信号は、超音波分析等のケースでは、この分析信号のエコーである
ことができる。本発明の代替実施形態において、１つ以上のトランシーバ１８は、分析信
号として赤外線を送信し、残留温度または加熱評価の形態の検出信号を受信することが可
能なデバイスであることができる。本発明のまた別の実施形態において、１つ以上のトラ
ンシーバ１８は、化学的コンポーネントの移動に対する電動場を生成し、皮下の電気的伝
導率の形態の検出信号を受信することが可能なデバイスであることができる。
【００２１】
　本発明の別の側面によると、トランシーバからのこの分析信号および検出信号は、複数
の目的に対し使用するイメージングデータを取得するために使用することができる。この
イメージングデータは、好ましくはイメージを形成するよう使用することができるが、本
発明の他の実施形態では、この分析信号および検出信号は、治療の決定、誘導、分析およ
び追跡調査に対する直接的な分析または解釈を実行するためのイメージングデータを取得
するために使用することができる。加えてまたこのイメージングデータは、診断、分析、
化学物質の濃度の決定、放射線照射（ｒａｄｉａｔｉｏｎ　ｄｏｓｉｎｇ）、領域の処置
および治療（皮膚または他の組織を介して薬剤の熱または電動移動をさせる等）、放射線
療法に向けての配置、ならびに生検または手術等の誘導される手順のために使用すること
ができる。
【００２２】
　本明細書において提供するトランシーバは、様々な種類の信号を送信および／または受
信することができる。トランシーバからの分析信号および検出信号は超音波信号であるこ
とができるが、一方別実施形態において、分析信号および検出信号は、赤外線信号である
ことができる。しかし、他の種類の医療上関係する分析信号および検出信号もまた、本発
明のこの側面に従い、本明細書においては想定している。
【００２３】
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　さらに、本発明の好ましい実施形態では、トランシーバ１８は分析信号を送信すること
と検出信号を受信することの両方をするデバイスであることができる。しかしまた、代替
実施形態では、別個の送信機および受信機の配列を使用することができ、分離したデバイ
スを使用して分析信号を送信し、かつ検出信号を受信し、同じまたは実質的に類似の結果
を達成する。本発明の代替一実施形態において、各トランシーバ１８は広く様々な周波数
を送信かつ受信することが可能である。またトランシーバ設計の組み合わせは、同時の治
療およびイメージングまたはデータ取得を許容する。
【００２４】
　本発明の別実施形態において、選択したトランシーバ１８はシリコンベースのソリッド
ステート・トランシーバであることができる。このシリコンベースのソリッドステート・
トランシーバは、微細電気機械的システム（ＭＥＭＳ）の範疇に入れることができる。こ
の実施形態に従って用いることができるＭＥＭＳタイプデバイスの別の例は、容量性マイ
クロマシン超音波変換器（ｃＭＵＴ）を含んでいる。これらｃＭＵＴは、多量にドープし
たシリコンの塊（下部電極を形成する）の上部に吊るした金属化膜（上部電極を形成する
）を含むことができる。ＭＥＭＳの生産者の例は、ハネウェル（Ｈｏｎｅｙｗｅｌｌ）、
イノベーティブ・マイクロテクノロジーズ（Ｉｎｎｏｖａｔｉｖｅ　Ｍｉｃｒｏｔｅｃｈ
ｎｏｌｏｇｉｅｓ）、またはマイクラリン・インク（Ｍｉｃｒａｌｙｎｅ　Ｉｎｃ）であ
る。本明細書において、本発明の他の実施形態は、圧電変換器等（ＰＺＴ等であるが、そ
れらに限定されない）の変換器素子の使用を組み込むことができる。
【００２５】
　本発明のまた別の実施形態において、トランシーバ１８はシリコンベースの集積回路ト
ランシーバであることができる。さらなる好ましい実施形態において、このシリコンベー
スの集積回路トランシーバは、設計においてマイクロ電子回路とすることができる。そし
て、また別の実施形態において、トランシーバ１８は圧電水晶材料から製作することがで
きる。
【００２６】
　本明細書において、本発明の様々な実施形態に対し、各トランシーバ１８は、それ自身
完全なトランシーバアレイとして概念化すなわち表現することができるが、一方別実施形
態において、各説明したトランシーバ１８は、別個の単一トランシーバでよいことが理解
されさよう。各トランシーバ１８の異なる数および構成を有する他の実施形態もまた、想
定している。
【００２７】
　本発明の様々な実施形態においては、イメージングアレイ１２の異なる位置で、異なる
数のトランシーバ１８を使用し、設置できることが高く評価されよう。トランシーバ１８
は、物理的にも電気的にも接続を容易にするよう、キャリアベース１４に取り付けること
ができる。
【００２８】
　代替一実施形態においては、位置センサ（図示せず）をイメージングアレイ１２上に含
むことができ、スキャン中、読み取り中にイメージングアレイ１２が動くとき、読み取り
中に患者が動くとき、またはキャリアベースを湾曲させるとき等にイメージングアレイ１
２の位置を記録することができる。この位置センサは、加速度計、冗長オーバレイ（ｒｅ
ｄｕｎｄａｎｔ　ｏｖｅｒｌａｙ）、センスアンドレシーブ（ｓｅｎｓｅ－ａｎｄ－ｒｅ
ｃｅｉｖｅ）、またはミニバード（ＭｉｎｉＢｉｒｄ）、レーザーバード（ＬａｓｅｒＢ
ｉｒｄ）もしくはフロックオブバード（Ｆｌｏｃｋ　ｏｆ　Ｂｉｒｄ）タイプの位置セン
サ（アセンション・テクノロジー・コーポレーション（Ａｓｃｅｎｓｉｏｎ　Ｔｅｃｈｎ
ｏｌｏｇｙ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）が生産している）、ファストラック（Ｆａｓｔｒ
ａｋ）（ポレムス（Ｐｏｌｈｅｍｕｓ）が生産している）、およびポラリス（Ｐｏｌａｒ
ｉｓ）（ノーザン・デジタル（Ｎｏｔｈｅｒｎ　Ｄｉｇｉｔａｌ）が生産している）であ
ることができるが、他の位置センサもまた、想定している。
【００２９】
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　図１および２で示しているように、イメージングアレイ１２は、コンピュータシステム
１６と接続６０を介して、様々な目的のために接続することができ、この目的は、超音波
イメージ生成、３次元プレゼンテーション、医療診断の分析および視覚的作成の制御およ
び分析を含んでいる。データおよび信号は、イメージングアレイ１２からコンピュータシ
ステム１６まで、電気的もしくは光学的伝送等を通じた有線接続（例えばケーブル）を介
して、または無線で送信することができる。
【００３０】
　本発明の好ましい実施形態において、ケーブル接続を使用してイメージングアレイ１２
をコンピュータシステム１６に接続する場合、コネクタデバイス（図示せず）は、一連の
１つ以上の変換器またはトランシーバの１つ以上の終端（図３Ａ（４４）を参照）の、接
合カプラデバイス（図示せず）との接合を容易にすることができ、この接合カプラデバイ
スは、このケーブル接続とインターフェースし、コンピュータシステム１６へおよびコン
ピュータシステム１６から信号を運び、このコンピュータシステムは、１つの連続した構
成、または作動上共に動作する分散したもしくはモジュール方式の構成で収容されている
。
【００３１】
　別の代替実施形態では、ワイヤレス接続を使用してイメージングアレイ１２をコンピュ
ータシステム１６と接続することができる。コネクタデバイスは、一連の１つ以上の変換
器またはトランシーバの１つ以上の終端（例えば図３Ａ（４４））の、通信デバイス（図
示せず）との接合を容易にすることができ、コンピュータシステム１６とインターフェー
スする。
【００３２】
　また別の代替実施形態において、イメージングシステム１０は、イメージングデータを
、このイメージングシステムから切り離されたリモートのコンピュータシステム（図示せ
ず）に送信することができるが、別実施形態において、このイメージングシステムは、こ
のイメージングデータを、中間回路ボードを使用して処理することができる。この中間回
路ボードは、テラリコン（Ｔｅｒａｒｅｃｏｎ）によるイメージ処理ボード、特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）もしくはチップセット、またはこのイメージングシステムに統合
された固有のコンピュータシステム１６等である。
【００３３】
　本明細書においては、本発明の他の実施形態のように、以下でより詳細に説明するゲル
状材料を、キャリアベース１４および一連の１つ以上のトランシーバ１８の中にまたは上
に組み込み、液体伝達ゲルの使用の必要性を除去することができる。キャリアベース１４
の寸法およびトランシーバ１８の配置は、特定のエンドユース用途および体の部分イメー
ジングのために適応させることができる。好ましい実施形態において、以下でより詳細に
説明するコンピュータシステム１６は、イメージ化した患者の体の一部の視覚的イメージ
および３次元方向を提供するハードウェアおよび／またはソフトウェアを含むことができ
る。そのようなコンピュータシステム１６の他の実現例は、以下でより詳細に説明する。
【００３４】
　図３Ａを参照すると、これは、イメージングアレイ１２を提供する本発明の実現例を図
示している。このイメージングアレイ（１２Ａと明示される）は、セラミック材料等のキ
ャリア材料から製作したキャリアベース１４Ａを含み、表面領域６２を定めるセラミック
層を提供する。１つ以上のトランシーバ１８のグループは、キャリアベース１４Ａの表面
領域６２上に置く。キャリアベース１４Ａは、本明細書において、別の場所（例えば図２
（２０））において説明しているような相互接続ネットワークを備える。この相互接続ネ
ットワークは、各トランシーバ１８と作動上関連する。本明細書においては、本発明の代
替実施形態を提供するよう、変換器等他のデータ取得素子を代替として選択できることが
理解されよう。
【００３５】
　本発明の好ましい実施形態において、この相互接続ネットワークは、厚膜ペーストプロ
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セスまたは金属フォイルプロセス（ｍｅｔａｌ　ｆｏｉｌ　ｐｒｏｃｅｓｓ）を使用して
製造できる。しかしながら、金属蒸着技法（フィラメント蒸着、電子ビーム蒸着、フラッ
シュ蒸着、誘導蒸着およびスパッタリング等）もまた、相互接続ネットワークを提供する
ために使用することができる。他の適当な方法、特に半導体処理に用いられるものを、本
明細書においてこの相互接続ネットワークを製造する際に使用することができ、そのこと
はまた、本発明にしたがって想定される。
【００３６】
　図３Ａに示しているような１つ以上の終端４４のグループは、イメージングアレイの部
分として電気的に接続され、受信コンピュータシステム（例えば図１（１６））との信号
、データの伝送および通信を可能にする。この接続はワイヤレスであるか、または物理的
な配線、ケーブル、光ファイバ等を伴う。終端４４は、コネクタデバイスへの独立した信
号の完全性を保つように、絶縁し、分離することが可能である。
【００３７】
　本明細書において、本発明の実施形態の何れかに関して選択したキャリア材料は、可撓
性のあるセラミックファブリックを含むセラミック材料であることができる。様々な適当
なセラミックファブリックは、３エム・コーポレーション（３Ｍ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏ
ｎ）が製造する３エムネクステル織物ファブリック（３Ｍ　Ｎｅｘｔｅｌ　Ｗｏｖｅｎ　
Ｆａｂｒｉｃ）６１０等を含んでいる。そのようなファブリックは、イメージングアレイ
１２の用途に従い、必要とするサイズにできることが高く評価されよう。
【００３８】
　図３Ｂを参照すると、これは、本発明に従い提供されるイメージングアレイ１２Ａを、
トランシーバ（例えば図３Ａ（１８））を伴わずに示し、これらトランシーバと対応する
一連の１つ以上の下に位置する終端４４をさらに図示する。相互接続ネットワークはその
上に追加することができ、相互接続（例えば各トランシーバと一端で、導電性経路２５と
その残りの端で通信する図３Ｃ（２０Ｂ））を含んでいる。導電性経路２５は、コンピュ
ータシステムとの選択した種類の接続を介した作動上の通信を確立するよう、適合した１
つ以上の終端４４を含むことができる。
【００３９】
　本明細書において、本発明の他の実施形態のように、イメージングアレイ１２Ａは、単
一層構造を用いるキャリアベース１４と共に形成できるが、代替実施形態は、複層構造を
使用して形成するイメージングアレイを提供する。
【００４０】
　図３Ｃを参照すると、これは、イメージングアレイ１２Ｂの実現例を図示している。こ
の実現例は、複層または二重層構造を組み込んでいる。イメージングアレイ１２Ｂは、キ
ャリアベースの内側に実質的に埋め込んだ相互接続ネットワーク２０Ｂを含むことができ
、このキャリアベースはセラミック層５３（第１セラミック層４８および第２セラミック
層４９として示している）から形成可能である。相互接続ネットワーク２０Ｂは、各トラ
ンシーバ１８と作動上係合し、トランシーバ１８は、セラミック層５３の表面領域６２上
に置いたままにすることが可能である。
【００４１】
　複数の相互接続２４は、セラミック層５３の内側に埋め込むことができるが、他の相互
接続は、表面領域６２の選択した部分の上に設置した部分６４を有することができる。上
述したように、相互接続２４は、導電性経路２５と各それぞれのトランシーバ１８との間
で作動上関連しており、セラミック層５３の側面３４の１つに沿って置かれた１つ以上の
終端４４を備える。一実施形態において、相互接続２４は金属材料から形成できるが、他
の組成物および厚膜ペーストプロセス等の堆積技法もまた、使用することができる。さら
に、他の金属蒸着技法（フィラメント蒸着、電子ビーム蒸着、フラッシュ蒸着、誘導蒸着
、およびスパッタリング等）もまた、本明細書において使用する相互接続ネットワークを
構築するために使用することができる。当業者に明らかである相互接続ネットワークを製
造する他の適当な方法もまた、本明細書においては想定している。
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【００４２】
　図４Ａを参照すると、これは、本発明の別の実現例を図示している。この実現例は、イ
メージングアレイ１２Ｃを提供する。イメージングアレイ１２Ｃは、第１有機層５４を有
するキャリアベース１４Ｃを含むことができ、第１有機層５４は第２有機層５６と係合し
ている。層の最終的な数は、意図した適用に基づくイメージングアレイの構成に基づいて
決定可能である。第１有機層５４は、その上に置いた各トランシーバ１８を有する上部表
面領域６３を定めることができる。本明細書においてトランシーバ１８は、キャリアベー
ス１４Ｃに完全に埋め込んだ対応する相互接続２４および導電性経路２５を経由して、別
の場所で説明しているような相互接続ネットワークと作動上関連するか、またはそうでな
ければ接続することができる。この相互接続ネットワークの一構成において、導電性経路
２５は１つ以上の終端４４を有することができ、各終端４４はコンピュータシステム（例
えば図１（１６））と作動上接続することができる。
【００４３】
　本発明の好ましい実施形態において、この有機層（例えば第１有機層５４および第２有
機層５６）は、ポリイミド、ポリエステルおよびポリプロピレンのポリマー組成物等の有
機または高分子材料から製作することができる。本発明のこの実施形態に従って使用でき
る有機層の例は、フィルム等（例えば、カプトン（ＫＡＰＴＯＮ）ポリイミドおよびマイ
ラー（ＭＹＬＡＲ）ポリエステルのフィルム（デュポン（ＤｕＰｏｎｔ）））の、可撓性
回路または膜回路の形態における金属化層を有する有機材料を含んでいる。本発明の好ま
しい実施形態において、可撓性回路膜様式のポリイミドフィルムは、本明細書において説
明しているイメージングアレイにおいて使用する相互接続ネットワークを構築するために
、銅ベースまたは炭素ベースの製品等の導電性材料と組み合わせて使用することができる
。また別の実施形態においては、さらなる処理に対し、またはキャリアベース層同士を接
続するために、マイラー（ＭＹＬＡＲ）ポリエステルフィルムを使用することができる。
この接続は、エンボス加工、金属化、プリンティングオン（ｐｒｉｎｔｉｎｇ　ｏｎ）、
打抜き、穴あけ、クリンピングおよび被膜を含むプロセスの使用によって行われる。
【００４４】
　図４Ｂを参照すると、これは、本発明に従い提供されるイメージングアレイ１２Ｄの別
実現例を図示している。イメージングアレイ１２Ｄは、第１素子層３６および第２素子層
３８を有するキャリアベース１４Ｄを含むことができる。第１素子層３６は、一連の１つ
以上の素子２９を含むことができるが、第２素子層３８もまた、一連の１つ以上の素子２
９を含むことができる。第１素子層３６において整列した素子は、第２素子層３８におけ
る素子と横断方向または垂直に置くことができる。本明細書において、他のイメージング
アレイのように、相互接続ネットワーク（図示せず）および取り付けパッド（図示せず）
は、終端（図示せず）（図４Ａを参照）を含む第２層３８の上部に置くことができる。
【００４５】
　各素子２９は、他の素子の他のコアと分離しているコア４０を有することができる。好
ましい実施形態において、コア４０は、カーボン複合物または他の適当な導電性材料（固
体金属コア、または特に調合し、または処置した有機組成物であって、そのコアの中に集
積した導電性材料を備えるこの有機組成物等）から製作することができる。素子２９は、
対応するコア４０を定めるまたは実質的に取り囲む有機カバー４３を有することができる
。有機カバー４３は、ポリプロピレン、ポリイミド、ポリアミド、ポリエステル等の様々
な高分子および有機材料、または他の複合物から形成することができるが、他の有機材料
もまた使用できる。
【００４６】
　本発明の代替実施形態において、各素子２９は、接続点として作用する１つ以上のビア
４２を含むことができる。ビア４２はコア４０を、第２素子層３８に設置した素子２９か
ら第１素子層３６内に設置した素子へ接続することができる。さらにビア４２は、導電性
材料で満たし、１つの導電性の路またはレベル（層）から次の近接する路またはレベルへ
、垂直または水平のどちらかの手法で、選択した接続を電気的に完成させることができ、
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トランシーバ１８の様々な場所への特定の分離したアクセスを可能にする。相互接続ネッ
トワーク（図示せず）は、第２素子層３８の上部に置くことができ、かつ本明細書におい
て別の場所で説明しているトランシーバ、変換器、または他のデータ取得素子と、ビア４
２を介して接続することができる。またこの相互接続ネットワークは、パワーおよび温度
の分配、ならびにインピーダンス、インダクタンスおよびクロストーク等の電気的パラメ
ータの制御に役立つことができる。
【００４７】
　本発明の好ましい実施形態において、素子２９は六角形に成形することができるが、他
の実施形態において、素子２９は、円形、楕円形、八角形、ならびに他の規則的および不
規則的な形状であることができる。素子２９は、素子層のいたる所で同じ形状であるか、
または異なる形状であることができる。
【００４８】
　図５Ａを参照すると、これは、本発明の別側面に従うイメージングアレイ１２Ｅを図示
している。イメージングアレイ１２Ｅは、可撓性回路膜状および／またはゲル状材料から
製作したキャリアベース１４Ｅを含むことができる。好ましい実施形態において、このゲ
ル状材料は、その中に埋め込んだ相互接続ネットワーク２０Ｅであって、一連の１つ以上
のトランシーバ一１８と作動上関連すなわち通信するための相互接続ネットワーク２０Ｅ
を含むことができる。トランシーバ１８は、キャリアベース１４Ｅの外部表面６５上に置
かれている。別実施形態において、相互接続ネットワーク２０Ｅは、可撓性回路膜状およ
び／またはゲル状材料の表面上に置くことができる。本明細書において別の場所で説明し
ている本発明の他の実施形態を伴う用途に対して、キャリアベース１４Ｅは、単層または
複層の、１つ以上の様々なタイプの可撓性回路および／またはゲル状材料から形成するこ
とができる。
【００４９】
　相互接続ネットワーク２０Ｅは、各トランシーバ１８と作動上関連する１つ以上の導電
性経路２５を含むことができる。一実施形態において、導電性経路２５は、金属、炭素、
または他の適当な電気的導電性材料から製作することができる。導電性経路２５は、本明
細書において別の場所で説明しているような選択した接続を通じて、コンピュータシステ
ムと作動上および／または電気的に接続を確立するよう適合した１つ以上の終端４４を含
むことができる。
【００５０】
　本発明の好ましい実施形態において、キャリアベース１４Ｅに対して選択したゲル状ま
たは他のカプセル材料は、実質的にそのおおまかな形状を保つ半固体ゲルであることがで
きる。このゲル状材料は、このキャリアの統合部であることができるか、またはそで状の
おおいを形成し、その中にイメージングアレイ・コンポーネントを据え付けるために使用
することができる。このゲル状材料の基礎組成物は、様々な添加物を伴うシリコンまたは
高分子のゲル成分を含み、伝達、周波数、パワー、およびインピーダンスマッチング等の
パラメータにおいて、イメージングアレイ１２Ｅの最適性能を達成することができる。ゲ
ル状材料のこの成分は、シリコン、水、プロピレングリコール、グリセリン、フェノキシ
エタノール、ミネラルオイル、および着色剤を含むことができるが、他の成分もまた、想
定している。例えばまた、このゲル状材料は、水和物として流通している物質の組み合わ
せを含むことができ、それはジョジョバ（ｊｏｊｏｂａ）オイル、ビタミンＥ、オリーブ
オイル、ミネラルオイル、および他の類似栄養素を含んでいる。このゲル状材料は、ＳＩ
ＬＩＰＯＳ、ＳＯＮＴＡＣゲルパッド、またはティコ・ヘルスケア・グループ・エルピー
（Ｔｙｃｏ　Ｈｅａｌｔｈｃａｒｅ　Ｇｒｏｕｐ　ＬＰ）が生産する修正したソニックブ
ルースタンダードゲル（ｍｏｄｉｆｉｅｄ　Ｓｏｎｉｃ　Ｂｌｕｅ　ｓｔａｎｄａｒｄ　
ｇｅｌ）（製品番号ＵＰ２９５、材料安全指定（ｍａｔｅｒｉａｌ　ｓａｆｅｔｙ　ｄｅ
ｓｉｇｎａｔｉｏｎ）ＭＳ７１０７５およびＵＰ２９８、ＭＳ７１０８５）の名前で流通
している高分子ゲルであることができる。他の生体的互換性のあるゲル状材料もまた、本
発明のこの側面に従い想定されることが理解されよう。さらに本発明の代替実施形態にお
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いて、ゲル状材料から形成するキャリアベースの寸法は、ちょうどトランシーバをカバー
する小さな領域から、単一の固体シートを含む領域まで変化することができる。上部層を
提供しトランシーバをカバーするこのゲル状材料は、トランシーバの下にある下部層を支
持するために選択したゲル状材料と異なることができ、トランシーバを取り付けるキャリ
アベースを共に形成する。
【００５１】
　図５Ｂを参照すると、これは、イメージングアレイ１２Ｆの別実現例を図示している。
この実現例において、イメージングアレイ１２Ｆは、上で記載したような可撓性回路材料
および／またはゲル状材料から製作したキャリアベース１４Ｅを含むことができる。しか
しながら、本発明のこの実施形態において選択したトランシーバ１８のグループまたはク
ラスターは、部分的にまたは完全に、キャリアベース１４Ｅを形成するゲル状材料内に埋
め込んで（カプセル化して）よい。加えて、本明細書において別の場所で説明しているよ
うな、部分的にまたは完全に埋め込んだ相互接続ネットワーク（相互接続２４、導電性経
路２５、および終端４４を含む）は、各トランシーバ１８とコンピュータシステムとの間
で作動上関連すること、または信号伝達を容易にすることができ、このコンピュータシス
テムは、本明細書において別の場所で説明しているようなものである。
【００５２】
　図５Ｃはイメージングアレイ１２Ｇのまた別の実現例を図示している。この実現例は、
上で記載した可撓性回路状および／またはゲル状の材料と同じまたは類似のものから製作
することが可能なキャリアベース１４Ｇを含んでいる。しかしながら、この代替実施形態
におけるイメージングアレイ１２Ｇは、イメージングアレイ１２Ｇの外部表面６５上に一
連の１つ以上のトランシーバ１８を有することができる。本明細書において別の場所で説
明しているような相互接続ネットワークもまた、キャリアベース１４Ｇの少なくとも一部
の内側に埋め込むことができる。各トランシーバ１８は、対応する相互接続２４と作動上
関連することができ、相互接続２４は、本明細書において別の場所で説明しているような
相互接続ネットワーク内の１つ以上の導電性経路と通信している。示しているように、イ
メージングアレイ１２Ｇの作動中、作動上コンピュータシステムと関連するための１つ以
上の終端４４は、キャリアベース１４Ｇに沿って定めることが可能である。
【００５３】
　図６は、本発明の別側面であってイメージング・コンピュータシステム１６を提供する
前記側面を図示している。イメージング・コンピュータシステム１６は、中央処理装置（
ＣＰＵ）７０、ならびにイメージング入力／出力アセンブリ７２、１つ以上の入力デバイ
ス７４、メモリストレージ７６、コンピュータスロット８１、ディスプレイデバイス８４
、プリンタ８６およびネットワークアクセスデバイス８８を含んでおり、これらはそれぞ
れＣＰＵ７０と電気的に接続するか、またはそうでなければ結合することが可能である。
当業者が高く評価するように、汎用コンピュータかまたは特殊化デバイス（例えば超音波
システム）としてコンピュータ１６を実現例することができ、この特殊化デバイスは、ハ
ードウェアおよび／またはソフトウェアの組み合わせからなるものとする。コンピュータ
システム１６の他の構成もまた、本明細書においては想定している。さらにＣＰＵ７０は
、コンピュータシステム１６の様々なコンポーネントの作動を命令することができる。一
実施形態においてこのＣＰＵは、マザーボード（図示せず）に収容した３ギガヘルツかま
たはそれより高いスピードで作動する単一の中央処理装置（ＣＰＵ）であることができる
が、異なるスピードおよび構成の他のＣＰＵもまた、本明細書においては想定され、この
異なる構成は、マルチＣＰＵを含んでいる。本発明のこの実施形態に組み込み可能なＣＰ
Ｕの例は、インテルｉ９６０およびモトローラＰｏｗｅｒＰＣプロセッサを含むが、他の
ＣＰＵ７０もまた選択することができる。
【００５４】
　イメージング入力／出力アセンブリ７２は、データを送り、かつ受信する接続を介して
、イメージングアレイとインターフェースすることができる。このデータは、本明細書に
おいて別の場所（例えば図１）で説明している本発明の他の側面が提供するようなもので
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ある。好ましい実施形態において、イメージング入力／出力アセンブリ７２は、ユニバー
サルシリアルバス（ＵＳＢ）ポートと通信することができる。しかしながら、適用可能な
遠距離通信プロトコルと関連する他のインターフェース用ポートもまた、本明細書におい
ては想定され、このインターフェース用ポートは、シリアルポート、「ファイアワイヤ（
Ｆｉｒｅｗｉｒｅ）」プロトコル（ＩＥＥＥ１３９４）ポート、および様々なワイヤレス
・プロトコルを含んでいる。さらに、この入力／出力アセンブリは、サポート用ソフトウ
ェアアプリケーションと協同する変換ボードを含むことができる。この変換ボードは、本
明細書において説明しているようなデータ取得パッドに対する制御用電子回路を含むこと
ができ、そしてまた大きな２Ｄ／３Ｄデータセットに対するデータ処理能力を有すること
ができる。その上この変換ボードは、ウィンドウズ（Ｗｉｎｄｏｗｓ）、アップル（Ａｐ
ｐｌｅ）、ユニックス（Ｕｎｉｘ）、またはサンソラリスプラットフォーム（Ｓｕｎ　Ｓ
ｏｌａｒｉｓ　Ｐｌａｔｆｏｒｍ）の何れかと共に動作することができる。この変換ボー
ドは、シリコンベースのパッドと、既存のフロントエンドの電子回路との間で、ＵＳＢコ
ネクタ、または別の標準システムバスもしくは標準インターフェースと異なるインターフ
ェースを介して、リアルタイムなまたは蓄積したデータを、処理し、送信することができ
る。
【００５５】
　１つ以上の入力デバイス７４は、コンピュータシステム１６のユーザからの入力を受信
するためのポート（図示せず）を介して、ＣＰＵ７０と電気的に接続することができる。
本ユーザは、１つ以上の入力デバイス７４の作動を介して（キーボードおよびマウスを介
してコマンドを提供すること等によって）、コンピュータシステム１６を作動させること
ができる。キーボードおよびマウス以外の、当業者が高く評価するような代替周辺デバイ
スおよび代替内部デバイスを、コンピュータシステム１６のユーザからの命令を取得する
ために使用できることが理解されよう。
【００５６】
　メモリストレージ７６は、ＣＰＵ７０によるアクセスのためのデジタル形態のデータを
保持し、保有するよう、容量で選択することができる。メモリストレージ７６は、１次ス
トレージおよび／または２次ストレージに分離することができ、それぞれに対し割り当て
た個々のメモリを含むことができる。本発明の一実施形態において、ストレージ７６は、
２５０ギガバイトのハードドライブおよび５１２メガバイトのＲＡＭ（ランダムアクセス
メモリ）からなることが可能である。しかしながら、異なるアクセススピードおよび容量
を伴う他のタイプのメモリ構成およびデバイスもまた、本明細書においては想定される。
加えてまた、メモリストレージ７６は、様々なソフトウェアアプリケーションおよびデー
タベース情報を保有することができる。例えば、イメージングソフトウェア・プログラム
８０およびイメージデータベース７８は、選択したアプリケーションにしたがって選択し
、そしてメモリにロードすることができる。イメージデータベース７８は、イメージング
アレイによる読み取りからデータを取得する場合の実現例で使用することができ、このイ
メージングアレイは、本明細書において説明している本発明の他の側面に従って提供され
るものを含んでいる。このイメージングデータは、イメージングソフトウェア・プログラ
ム８０または他のアプリケーションで後ほど使用するために、イメージデータベース７８
に記憶することができる。好ましい実施形態において、イメージデータベース７８はＳＱ
Ｌデータベースであるが、他の実現例もまた想定される。イメージング、診断および／ま
たは治療上のデリバリーのため、様々なイメージングソフトウェア・プログラム８０を使
用することができる。イメージングソフトウェア８０の作動およびコンポーネントに関す
るさらなる説明は、より詳細に以下で説明する。イメージングソフトウェア８０は、イメ
ージデータベース７８におけるデータをアクセスし、管理することができ、このイメージ
データベース７８は、生成した超音波データ／イメージ、比較データ、統計的処理、パタ
ーン認識および／または診断サポートのためのテーブルおよび／またはデータベースを含
んでいる。本発明の別実施形態において、イメージデータベース７８は、メモリストレー
ジ７６において記憶することができ、一方他の実施形態においては、イメージデータベー
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ス７８は、現場にまたは遠隔地に（図示せず）設置した別メモリデバイスに記憶すること
ができる。
【００５７】
　図６において示すように、他のオプションのデバイスをＣＰＵ７０に結合することがで
きる。コンピュータスロット８１は、オプションの可搬データストレージ８２と係合し、
そして可搬データストレージ８２から情報を受信するように選択できる。可搬データスト
レージ８２は、特定のユーザまたは患者のイメージング履歴を保有するために使用するこ
とができる。一実施形態において、可搬データストレージ８２はフラッシュメモリカード
であることができる。可搬データストレージ８２の他の実施形態も想定され、１つ以上の
電子的ストレージデバイスの間で電子的データを転送し、記憶しかつ輸送することが可能
である。さらにディスプレイデバイス８４は、コンピュータシステム１６のユーザまたは
患者に、視覚的にデータを表現することが可能であるよう選択したデバイスであることが
できる。ディスプレイデバイス８４の例は、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）スクリーン
、プロジェクションテレビジョン、プラズマテレビジョン、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）
、およびデジタル・ライト・プロセッシング（ＤＬＰ）ディスプレイを含んでいる。加え
てプリンタ８６は、所望のデータのプリントアウトまたは他のハードコピーを製作するこ
とが可能であるよう選択したデバイスであることができる。プリンタ８６の例は、ドット
マトリクスプリンタ、デイジーホイールプリンタ、チェーン・アンド・ブランド（ｃｈａ
ｉｎ　ａｎｄ　ｂｒａｎｄ）プリンタ、インクジェットプリンタ、熱転写型プリンタ、バ
ブルジェット（登録商標）プリンタ、ページプリンタ、ＬＥＤ／ＬＣＤプリンタ、染料昇
華型プリンタ、デジタルフォトプリンタ、多機能プリンタおよびレーザージェットプリン
タ等の様々なインパクトおよび非インパクト系のプリンタを含んでいる。本発明の代替実
施形態において、ネットワークアクセスデバイス８８は、コンピュータシステム１６がデ
ータを送り、記憶するための外部資源（図示せず）と接触することを可能にできる。外部
資源は、コンピュータ、またはイントラネットもしくはエクストラネット（インターネッ
ト）上のコンピュータサービスを含むことができる。ネットワークアクセスデバイス８８
はまた、内部または外部ネットワークカード、モデム、ならびに当業者が高く評価するで
あろう他の有線および無線アクセスデバイスを含むことができる。本発明の好ましい実施
形態において、コンピュータシステム１６は、アナロジック（Ａｎａｌｏｇｉｃ）が提供
するＡＮ２３００デジタル超音波エンジンであることができるが、他のコンピュータシス
テムもまた、想定している。本明細書において説明している超音波イメージングおよび他
のデータ取得装置および方法は、医療分野およびヘルスケア環境にて使用する他のコンピ
ュータシステムまたは超音波システムに適用可能であることが理解されよう。
【００５８】
　図７は、イメージングソフトウェア・プログラム８０の実現例を図示しており、本発明
のこの側面に従って使用可能である。この実施形態において、オペレーティングシステム
９０は、特定用途向けＩＣ（ＡＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ロジック・デバ
イス（ＦＰＬＤ）またはフィールド・プログラマブル・ゲート・アレイＩＣ（ＦＰＧＡ）
、チップセットまたは処理回路ボード等の集積回路、およびイメージングソフトウェア８
０、同様に入力ソフトウェアプログラム９７およびグラフィクス・ディスプレイ・ソフト
ウェアプログラム９９と通信することができる。イメージングソフトウェア８０は、タイ
ミングおよび入力モジュール９１、周波数および電力モジュール９２、動的重ね合わせソ
フトウェア９３、データ分析モジュール９４、パターン認識モジュール９５、統計モジュ
ール９６等の様々なモジュールおよびソフトウェアを含んでいる。オペレーティングシス
テム９０は、コンピュータシステム１６の全体的な作動を制御し、この作動は、システム
レベルでコンピュータシステムを制御するための様々なシステムコールを実行することを
含んでいる。本発明の一実施形態において、オペレーティングシステム９０はマイクロソ
フト（Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ）（登録商標）　ウィンドウズＸＰ（Ｗｉｎｄｏｗｓ　ＸＰ）
プログラムでよいが、マイクロソフト（Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ）（登録商標）　ウィンドウ
ズ　ＸＰ（Ｗｉｎｄｏｗｓ　ＸＰ）およびスレッドＸ（ＴｈｒｅａｄＸ）（登録商標）リ
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アルタイムオペレーティングシステム（ＲＴＯＳ）等の他のオペレーティングシステムも
また、想定している。
【００５９】
　このイメージングソフトウェア・プログラムは、様々な異なるモジュールを含むことが
できる。例えば、タイミングおよび入力／出力モジュール９１は、始動信号を正確なタイ
ミングで開始しかつ中断するよう選択し、この始動信号を振り向ける各トランシーバ１８
に従って、周波数およびパワーモジュール９２と通信することができる。周波数およびパ
ワーモジュール９２は、トランシーバ１８へ提供するための必須量のパワーを決定するた
めに使用し、分析信号に対する適正な周波数を生成することができる。その上、動的重ね
合わせモジュール９３は、始動信号の放射を制御し、１つのトランシーバ１８の場所を別
トランシーバに関して確立することができ、ならびに患者の移動の結果としての相対的位
置に変化を重ね合わせ、かつ必要ならば訂正を提供するための手順中、動的に作動を継続
することができる。逆の作動は、受信トランシーバ１８を介して検出信号を受信すること
ができ、この検出信号は、信号強度およびタイミングを記録する間の、周波数およびパワ
ーモジュール９２を介した送信トランシーバからの返信としてのものである。
【００６０】
　さらにコンピュータシステム１６は、返信信号からデータを取り込むこと、このデータ
を送出信号のタイミング、パワーおよび他のパラメータと比較すること、ならびにイメー
ジング情報を生み出すための計算を実行することができる。本発明の一実施形態において
、このイメージング情報は、イメージ化した組織の構造形状および密度を表現するために
変換することができる。またこのイメージング情報は、２Ｄもしくは３Ｄ、または見てい
るモニタおよびまたはプリントアウトでの視覚的表現を作成するために使用できる。本発
明の好ましい実施形態、診断適用は、より高い周波数およびより低い周波数の両方を特定
回数用いる超音波イメージングに対して提供され、イメージの画質向上、３次元の質およ
びリアルタイム作動を達成する。５から１０ＭＨｚ程度のより高い周波数は、軸解像度が
改善されたより高いイメージングの質を提供し、２から４ＭＨｚ程度のより低い周波数は
、より深い体組織に浸透する。実行する作動に整合する広い帯域幅の周波数の使用は、所
望のイメージング解像度を可能とする。
【００６１】
　データ分析モジュール９４は、イメージの作成のためにイメージングデータの出力を使
用し、このイメージは、視覚的にもしくは３次元フォーマットで見ること、またはイメー
ジデータへ直接変換することが可能であり、このイメージデータは、入力ソフトウェア９
７との電子的なまたは自動的な比較により、直接解釈することが可能である。データ分析
モジュール９４は、このイメージングデータの出力を使用し、特定の領域が関心領域かを
決定する。一実施形態において、特定の領域が関心領域かの決定は、現在のイメージング
データを以前に記憶されたイメージングデータに対して比較することによるが、別実施形
態において、特定の領域が関心領域かの決定は、現在のイメージングデータを典型組織に
とっての全体的な範囲に対して比較することによる。
【００６２】
　統計モジュール９６は、確立した医療的ガイドラインからの、および関心領域を決定す
るため、確立したガイドラインとの比較のためにイメージを分析する医療の専門家によっ
て典型的に使用される臨床的証拠からのデータを含むことができる。
【００６３】
　パターン認識ソフトウェア９５は、データ分析モジュール９４の出力に適用できるパタ
ーン、データ、および決定パラメータを含むことができ、この出力は、現在のイメージン
グ手順により表現したイメージまたはデータを表している。パターン認識モジュール（９
５）は、構造、次元および異常の選択または識別を支持することができ、この選択または
識別は、入力ソフトウェア９７との電子的比較を介したものであり、入力ソフトウェア９
７は、興味の構造に対する確立した正常データを含んでいる。この比較によるデータは、
入力ソフトウェア９７の正常範囲と、データ分析モジュール９４からの現在のイメージデ



(17) JP 2009-517135 A 2009.4.30

10

20

30

40

50

ータとの間の相違および変動の量に対するデータを生成することができる。この現在のイ
メージデータは、次に統計モジュール９６によって分析することができる。
【００６４】
　入力ソフトウェア９７は、確立した医療ガイドラインから、およびイメージを読み取る
際に確立したガイドラインとの比較のため個人によって使用され、正常であることを決定
するための臨床的証拠からのデータを含むことができる。このデータは、組織密度、厚さ
、規則性、大きさ、不透明さ、および配置等の情報を含むことができる。
【００６５】
　グラフィクス・ディスプレイ・ソフトウェア９９は、動的重ね合わせソフトウェア９３
が調整できるように、データ分析モジュール９４から情報を得ることができ、この情報を
、グラフィクス・ディスプレイ・スクリーンと互換性を保つことができるような視覚的表
現に変換することができる。一実施形態において、このグラフィクス・ディスプレイ・ス
クリーンはコンピュータモニタであるが、他のスクリーンもまた想定している。一実施形
態において、この視覚的表現は、３次元であり、リアルタイムな表示であるが、他の次元
的表現およびタイミングもまた想定している。一実施形態において、この視覚的表現はカ
ラーであるが、他のカラーでない表現もまた想定している。
【００６６】
　本明細書においては、本発明を伴う使用のため、様々なイメージングソフトウェア・プ
ログラムを選択できることが理解されよう。コンピュータシステムは、様々なタイプのソ
フトウェアプログラムを含むことができ、これらプログラムは、特定の用途および種類の
イメージのための超音波プログラムを含んでおり、ユーザが選ぶことによりメニューから
選択することまたはダウンロードすることができる。
【００６７】
　本発明の別の側面は、本明細書において提供する装置およびシステムと共にイメージン
グを実行する方法を提供する。例えば図８は、実行するイメージング作動の実現例を図示
しており、第１にステップ２００を含む。ステップ２００では、本明細書において別の場
所で説明しているイメージングアレイの１つ以上のトランシーバを、１つ以上のアレイ場
所で指定する。診断適用に対する本発明の一実施形態において、これらトランシーバは、
４つの異なるアレイ場所へと、別々にまとめることができる。選択したトランシーバがＭ
ＥＭＳすなわちｃＭＵＴタイプのデバイスであるとき、素子の数は、６４、１２８、およ
び／または２５６の、またはそれより多い素子として選択することができる。しかしなが
ら他の実施形態においては、様々な素子の数を選択することができる。このイメージング
作動は次に、コンピュータシステム（例えば図６（１６））が伝達周波数の範囲を取得す
るというステップ２０１を含んでいる。好ましい実施形態において、このイメージングア
レイをマモグラフィーのために使用する場合、周波数の範囲は２－４ＭＨｚにできるが、
別実施形態において、イメージングアレイを深い体腔読み取りのために使用する場合、周
波数の範囲は５－７ＭＨｚにできる。代替実施形態において、周波数の範囲は、超音波読
み取り中に使用するような先行の臨床的情報に基づくことが可能である。しかしながら、
当業者が高く評価するような他の周波数範囲もまた、想定している。
【００６８】
　それからこのコンピュータシステムは、ステップ２０２で、所望の範囲内の伝達周波数
を生成する。広い帯域幅の周波数を使用可能であるが、周波数の他の使用法もまた想定し
ている。分析信号は、組織の加熱を低減させるよう、断続的なパルスとすることができる
か、または傷ついた筋肉および組織を処置するための超音波治療を提供するよう、継続的
であることができる。実施形態において、このイメージングシステムを診断適用のために
使用する場合、広い帯域幅の周波数を選択し、生成することができる。この周波数は、よ
り良好な軸解像度を伴う比較的より良好なイメージングの質を提供するよう、５－１０Ｍ
Ｈｚ程度のより高い周波数、およびより深い体組織に浸透するよう、２－４ＭＨｚ程度の
より低い周波数を含んでいる。
【００６９】
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　次にこのコンピュータシステムは、ステップ２０４で、この伝達周波数を、伝達および
受信に対する選択したタイミングおよびアレイ位置と関連付けることができる。この分析
信号は、このイメージングアレイの様々な場所の方へ振り向けることができる。本明細書
において選択したイメージングシステムは、アレイ位置を指定し、パルス生成およびパル
ス伝達タイミングを制御し、返信エコーを受信するためのリスニング時間を低減できるこ
とが高く評価されよう。本発明の一実施形態において、アレイ場所は分析信号を送ること
および検出信号を受信することの両方のために使用することができるが、別実施形態にお
いては、異なるアレイ場所を、分析信号を送ることおよび検出信号を受信受信することの
ために使用することができる。代替として、この分析信号およびこの検出信号は、ほぼ同
時に送り、かつ受信することができる。
【００７０】
　次にこのコンピュータシステムは、ステップ２０６において、選択した周波数で、指示
したタイミングで、アレイ伝達場所で、この分析信号の伝達を開始することができる。こ
のアレイ伝達場所は、伝達のためにこのコンピュータシステムが指定した１つ以上のトラ
ンシーバの存在する場所であることができる。
【００７１】
　その後ステップ２０８で、このコンピュータシステムは、アレイ受信場所で、この検出
信号を受信可能である。このアレイ受信場所は、受信のためにこのコンピュータシステム
が指定した１つ以上のトランシーバであることができる。
【００７２】
　それからこのコンピュータシステムは、ステップ２１０で、ステップ２１０で受信した
検出信号からイメージングデータを計算する。その後、このコンピュータシステムはステ
ップ２１２で、イメージングデータを期待したデータに対して比較することができる。
【００７３】
　判定ポイント２１４で、このコンピュータシステムは、この比較（すなわち、前記イメ
ージングデータのこの期待データに対するもの）が選択した範囲内または所望の範囲内で
あるかどうかを決定することができる。もしこのイメージングデータが範囲内であるなら
ば、コンピュータシステムはステップ２１８で、標準的または既定の方法でこのイメージ
ングデータを扱うことができる。他の実施形態において、このイメージングデータを標準
的方法で扱うことは、このイメージングデータをイメージデータベースに記憶することで
あることができる。もしこのイメージングデータが範囲内にないならば、このコンピュー
タシステムはステップ２１６で、関心領域に対するこのイメージングデータを取り込むよ
う進行することができる。ステップ２１６またはステップ２１８を実行した後、本発明の
この側面に従うイメージ作成のこの実現例は完了する（終了）。
【００７４】
　図９は、トランシーバのグループを備えるイメージングシステムおよび方法を提供する
本発明の別側面を説明しており、これらトランシーバは、イメージング信号を選択的に送
信し、かつ受信する。本明細書において別の場所で説明しているようなイメージングアレ
イ内の複数のトランシーバは、分析信号を送信し、かつ検出信号を受信する能力をそれぞ
れ有することができる。例としてトランシーバ１８Ａは、１つ以上の分析信号を送信する
ことができ、この分析信号は、物体４６が偏向し、そしてトランシーバ１８Ｂが受信する
ものであり、コンピュータシステムに情報を提供し、そのようなイメージングデータに基
づきイメージを生み出すためのものである。このように、１つ以上のトランシーバ１８Ａ
が送る１つ以上の分析信号の伝達は、それら特定のトランシーバ１８Ｂまたは所望の残り
のトランシーバの何れかが受信できる。本発明の好ましい実施形態においては、１つ以上
のトランシーバをアレイ場所にグループ化し、それによって１つ以上の場所でトランシー
バ１８Ａは検出分析信号を送り、かつ１つ以上の場所で１つ以上のランシーバ１８Ｂは検
出信号を受信することができる。
【００７５】
　本発明の別側面は、イメージングスキャンを実行するためのシステムおよび方法を提供
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する。このイメージングスキャンは、構成可能トランシーバを伴う所定のパターンに従う
。図１０Ａを参照すると、これは、同心円スキャニングパターンに従う実現例を図示して
いる。この実現例においてトランシーバ４００は、送信トランシーバおよび受信トランシ
ーバの両方として指定することができる。一方、他の送信トランシーバは分析信号を送る
ことができ、受信トランシーバは検出信号を受信することができる。不使用のトランシー
バ４０４は、このスキャニングパターン中、送信も受信もしないでよい。本発明のこの実
施形態および以下の他の実施形態は、本明細書において、この図および他の図で示してい
るトランシーバに適用してよく、それによって１つ以上の素子の任意のグループは、分析
信号を選択的に送信および／または受信するために、コンピュータによって構成および制
御可能である（図６を参照）ことが理解されよう。
【００７６】
　図１０Ｂを参照すると、これは、同心円スキャニングパターンを使用する実現例を図示
している。この実現例において、第１トランシーバは送信トランシーバ４００として指定
し、第２トランシーバは受信トランシーバ４０２として指定することができる。送信トラ
ンシーバ４００は、分析信号（本明細書においては波型線で示している）を送ることがで
き、かつ受信トランシーバ４０２は検出信号を受信することができる。不使用のトランシ
ーバ４０４はこのスキャニングパターン中、送信も受信もしないでよい。
【００７７】
　図１０Ｃを参照すると、これは、同心円スキャニングパターンを使用する別実現例を図
示している。この実現例において、第１トランシーバは送信トランシーバ４００として指
定することができ、３つのトランシーバは受信トランシーバ４０２として指定することが
できる。送信トランシーバ４００は、分析信号を送ることができ、各受信トランシーバ４
０２は、検出信号を受信することができる。不使用トランジスタ４０４は、このスキャニ
ングパターン中、送信も受信もしなくてよい。再度、本明細書において、この図および他
の図で示している多くのトランシーバは、分析信号を送信および／または受信するように
、またはまったく信号を送信および／または受信しないように構成可能であることが理解
されよう。
【００７８】
　同心円スキャニングパターンに加えて、他のパターンもまた代替として使用可能である
。図１０Ｄを参照すると、これは、本発明の別実施形態であってラインツーライン（ｌｉ
ｎｅ－ｔｏ－ｌｉｎｅ）スキャニングパターンを提供する前記実施形態を図示している。
この実現例において、第１トランシーバは送信トランシーバ４００として指定することが
でき、第２トランシーバは受信トランシーバ４０２として指定することができる。送信ト
ランシーバ４００は分析信号を送ることができ、受信トランシーバ４０２は検出信号を受
信することができる。不使用トランシーバ４０４は、このスキャニングパターン中、信号
の送信も受信もしなくてよい。本明細書において、このラインツーライン（ｌｉｎｅ－ｔ
ｏ－ｌｉｎｅ）スキャニングの実現例および他のラインツーライン（ｌｉｎｅ－ｔｏ－ｌ
ｉｎｅ）スキャニングの実現例は、上で説明した同心円トランシーバパターンの何れかに
適用可能であり、または逆にしてもよい。
【００７９】
　図１０Ｅを参照すると、これは、ラインツーライン（ｌｉｎｅ－ｔｏ－ｌｉｎｅ）スキ
ャニングパターンの別実現例を図示している。この実現例において、第１トランシーバは
送信トランシーバ４００として指定することができ、３つのトランシーバのグループは受
信トランシーバ４０２として指定することができる。送信トランシーバ４００は分析信号
を送ることができ、各受信トランシーバ４０２は検出信号を受信することができる。不使
用トランシーバ４０４は、このスキャニングパターン中、信号の送信も受信もしなくてよ
い。
【００８０】
　図１０Ｆを参照すると、これは、ラインツーライン（ｌｉｎｅ－ｔｏ－ｌｉｎｅ）スキ
ャニングパターンのまた別の実現例を図示している。この実現例において、第１トランシ
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ーバは送信トランシーバ４００として指定することができ、かつ２つのトランシーバは受
信トランシーバ４０２として指定することができる。送信トランシーバ４００は分析信号
を送ることができ、各受信トランシーバ４０２は検出信号を受信することができる。不使
用トランシーバ４０４は、このスキャニングパターン中、信号の送信も受信もしなくてよ
い。
【００８１】
　図１０Ｇを参照すると、これは、ラインツーライン（ｌｉｎｅ－ｔｏ－ｌｉｎｅ）スキ
ャニングパターンの別の代替実現例を図示している。この実現例において、３つのトラン
シーバのグループは送信トランシーバ４００として指定することができ、１つのトランシ
ーバは受信トランシーバ４０２として指定することができる。送信トランシーバ４００は
分析信号をそれぞれ送ることができ、受信トランシーバ４０２は検出信号を受信すること
ができる。不使用トランシーバ４０４は、このスキャニングパターン中、信号の送信も受
信もしなくてよい。
【００８２】
　図１０Ｈを参照すると、これは、ラインツーライン（ｌｉｎｅ－ｔｏ－ｌｉｎｅ）スキ
ャニングパターンのまた別の代替実現例を図示している。この実現例において、３つのト
ランシーバのグループは送信トランシーバ４００として指定することができ、２つのトラ
ンシーバは受信トランシーバ４０２として指定することができる。各送信トランシーバ４
００は分析信号を送ることができ、各受信トランシーバ４０２は検出信号を受信すること
ができる。不使用トランシーバ４０４は、このスキャニングパターン中、信号の送信も受
信もしなくてよい。
【００８３】
　図１０Ｉを参照すると、これは、本発明の別実施形態であってグループツーポイント（
ｇｒｏｕｐ－ｔｏ－ｐｏｉｎｔ）スキャニングパターンを提供する前記実施形態を図示し
ている。この実現例において、６つのトランシーバのグループは送信トランシーバ４０２
として指定することができ、１つのトランシーバは受信トランシーバ４００として指定す
ることができる。各送信トランシーバ４０２は分析信号を送ることができ、受信トランシ
ーバ４００は検出信号を受信することができる。不使用トランシーバ４０４は、このスキ
ャニングパターン中、信号の送信も受信もしなくてよい。
【００８４】
　図１０Ｊを参照すると、これは、本発明の別実施形態であってポイントツーグループ（
ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－ｇｒｏｕｐ）スキャニングパターンを提供する前記実施形態を図示し
ている。この実現例において、１つのトランシーバは送信トランシーバ４０２として指定
することができ、トランシーバのグループは受信トランシーバ４００として指定すること
ができる。送信トランシーバ４０２は分析信号を送ることができ、各受信トランシーバ４
００は検出信号をそれぞれ受信することができる。不使用トランシーバ４０４は、このス
キャニングパターン中、信号の送信も受信もしなくてよい。
【００８５】
　図１１は、構成可能イメージングアレイを製造するための方法を提供する本発明のまた
別の側面を図示しており、この構成可能イメージングアレイは、本発明の他の側面（例え
ば図３Ａ（１２Ａ））に従って提供される。この実現例において、ユーザはステップ３０
０で、セラミック材料を作製し、そしてそれから既定の構成に切断する。このセラミック
材料は、本明細書において別の場所（図３Ｃ（５３））で説明しているようなセラミック
層を提供するためのものである。次に本ユーザは、ステップ３１２で、このセラミック層
を取り付け具（図示せず）に配置する。一度このセラミック層をこの取り付け具に配置す
ると、ステップ３１４で、厚膜アプリケーションを実行し、導電性経路および相互接続を
このセラミック層の外部表面領域上に作製することが可能である。このセラミック層は、
相互接続ネットワーク（例えば図５Ａ）を作製するために、キャリアベースを形成する。
またステップ３１６では、取り付けプロセスを実行することが可能である。本発明の代替
実施形態において、この取り付けプロセスは、乾燥させ、部分的に硬化させまたは焼成し
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、それから整列させ、そして追加硬化反応プロセスを介して層を接着するために追加温度
にさらすという、「焼結前（ｇｒｅｅｎ－ｓｔａｇｅ）」セラミックを使用する低温コー
ファイアリングセラミック技術（ｌｏｗ　ｔｅｍｐｒａｔｕｒｅ　ｃｏ－ｆｉｒｉｎｇ　
ｃｅｒａｍｉｃ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）の原理に従うことができる。取り付けプロセス
３１６の後、このセラミック層はステップ３１８で、１つ以上のトランシーバの配置を受
け入れるために準備することができる。セラミック層５３は、スクリーンプリンティング
（ｓｃｒｅｅｎ　ｐｒｉｎｔｉｎｇ）、スパッタリングまたは蒸着堆積（ｅｖａｐｏｒａ
ｔｉｏｎ　ｄｅｐｏｓｉｔｉｏｎ）を使用して準備することができる。トランシーバに対
する「ランディング場所（ｌａｎｄｉｎｇ　ｓｉｔｅ）」として作用する一連の取り付け
パッドもまた、電気的にかつ機械的に取り付けるために準備することが可能であり、トラ
ンシーバの配置場所の上に導電性エポキシ、金属プリフォーム、または共晶はんだを配置
することによって取り付ける。好ましい実施形態において、これら取り付けパッドは銀、
金、エポキシおよび炭素等の導電性金属および材料から形成することができる。それから
これら１つ以上のトランシーバは、ステップ３２０で、セラミック層の表面領域上に既定
配列で置くことが可能であり、それによってそのとき前記相互接続ネットワークは、各ト
ランシーバと作動上係合するか、またはそうでなければ通信することができる。
【００８６】
　前述の取り付けプロセス（例えばステップ３１６）は、様々な方法で実行することがで
き、この方法は、熱およびタイミングを使用する乾燥および硬化プロセス、またはトラン
シーバを配置するちょうど前に金属を溶解すること、または金属化材料とトランシーバと
の間の接着を形成するために超音波パワーを使用することの何れかを含んでいる。好まし
い金属材料の例は、完全にスクリーニング可能（ｓｃｒｅｅｎａｂｌｅ）かつはんだ付け
可能であり、広く様々な基板上で使用し、完全に付加的な回路および交差を作成できるデ
ュポン（ＤｕＰｏｎｔ）ＣＢ２２０（銅）およびＣＢ２３０（銀／銅）材料、および１０
０μｍの細さの線間隔および解像度、１００μｍの小ささのビア直径を実現することがで
き、また１００層より多層に製造可能なデュポン（ＤｕＰｏｎｔ）９５１グリーンテープ
（Ｇｒｅｅｎ　Ｔａｐｅ）（商標）システムを含んでいる。このプロセスに従って製造し
たデバイスの例は、８つの層、９つの導電性層（接地平面を含む）、１０ミルの線および
間隔、ならびに層あたり平均１５０のビアを有するように作製した回路をもたらした。こ
の方法により作製したデバイスの別例は、１２より多いアレイの一部として製造した回路
を提供し、この製造には、デュポン（ＤｕＰｏｎｔ）９５１テープ、導体に対する５７３
４金属充填ペースト（５７３４　ｍｅｔａｌ－ｆｉｌｌｅｄ　ｐａｓｔｅ）、およびビア
を満たすための５７１８金含有導電性ペースト（５７１８　Ｇｏｌｄ－ｌｏａｄｅｄ　ｃ
ｏｎｄｕｃｔｉｖｅ　ｐａｓｔｅ）を使用した。９４３低損失グリーンテープ（９４３　
Ｌｏｗ　Ｌｏｓｓ　Ｇｒｅｅｎ　Ｔａｐｅ）（商標）システムは、極小の誘電損を伴う高
周波数性能を実現することができる。本発明の好ましい実施形態において、その作動上の
係合は、ワイヤボンディング、テープ自動ボンディング（ＴＡＢ）、テープボールグリッ
ドアレイ（ＴＢＧＡ）、フリップチップボンディング、スルーウエハボンディング（ｔｈ
ｒｏｕｇｈ－ｗａｆｅｒ　ｂｏｎｄｉｎｇ）、ならびに蒸着および拡散処理によって達成
することができるが、集積回路およびＭＥＭｓデバイスの製造において使用する他の方法
もまた、想定している。
【００８７】
　図１２を参照すると、これは、本発明の別実現例を図示し、複層イメージングアレイ（
例えば図３Ｃ）を製造するための方法を提供する。この実現例においては、ステップ３２
４で、当業者に知られ、かつ本明細書において別の場所で説明している可撓性のあるセラ
ミック材料から、第１セラミック層（４８）および第２セラミック層（４９）を提供し、
製作する。それからステップ３２６で、相互接続ネットワークをあてがうときの、確保中
のセラミック層に対する正しい方位および重ね合わせのため、この第１セラミック層を取
り付け具に配置することができる。一度第１セラミックファブリック層をこの取り付け具
に配置すると、ステップ３２８で、厚膜スクリーン印刷アプリケーションは、導電性ペー
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ストを塗布するために利用することができる。この導電性ペーストは、チタニウムまたは
他の適当な金属および電気的導電性に対し適当な合金等から製作したペースト等である。
ステップ３３０で、第１セラミック層を加熱プロセスにさらし、この導電性ペーストを乾
燥させ、硬化させることが可能である。各対応する相互接続を相互接続ネットワーク内に
構築するために、ステップ３３２で、ホールのパターンを第２セラミック層を通して既定
のパターンに形成できる。一度ホールのこのパターンを形成すると、ステップ３３４で第
１セラミック層を第２セラミック層の下に配置し、そして第２セラミック層と共に整列さ
せ、それによってこのホールを導電性経路のある部分と正しく重ね合わせ、そして第２セ
ラミック層表面の選択した部分と同様に、このホールを導電性ペーストで満たすことがで
きる。ステップ３３６で、第１および第２セラミック層上で第２加熱プロセスを実行し、
それによってこの導電性ペーストを硬化させ、そしてその結果この相互接続を構築するこ
とができる。構築後、ステップ３４０で、この相互接続の選択した端は、ネットワークと
接続することができ、ならびに残りの端は、対応するトランシーバとの物理的かつ電気的
接続のために、金属取り付けパッドおよびボンディングパッドを含むことができる。それ
ぞれの相互接続への各トランシーバの取り付け後、ステップ３４２で、これらトランシー
バはこの相互接続ネットワークと作動上関連するか、そうでなければ接続することが可能
である。
【００８８】
　図１３は、本発明に従うイメージングアレイ（例えば図４Ａ）を製造するためのまた別
の方法を図示している。この実現例において、有機材料から製作する第１有機層（５４）
は、ステップ３４４で切断し、または作製することが可能である。ステップ３４６で、第
１有機層は取り付け具（図示せず）に確保することができる。それからステップ３４８で
、本明細書において別の場所で説明している相互接続ネットワークを、第１有機層表面上
に構築または表面に追加することができ、この構築または追加は、導電性ペーストもしく
は金属の経路または導電性経路（２５）を形成するための導電性トレースを伴う膜回路を
使用している。好ましい実施形態において、この導電性経路は、金属配線、導電性ペース
トまたは膜の何れかを第１有機層上に追加することによって製作できる。またこの導電性
経路は、金属配線もしくはトレースまたは導電性ペーストのパターンと共に形成すること
ができ、このパターンは、イメージングシステム（図１（１０））の外部制御用ソースか
らの電気的流れの、キャリアベースを介した１つ以上のトランシーバへの伝達を可能にす
る。この導電性経路の構造および絶縁は、入力および出力検出信号に対する制御したアク
セスおよびタイミングを可能にすることができる。別のまたは第２の有機層（第２有機層
５６として示している）は、ステップ３５０で切断し、または作製することができる。一
度第１および第２の有機層が引き出される（ｄｒａｗｎ）か、または作製されると、対応
するビア（４２）はステップ３５２で、第２有機層を通して作成することが可能である。
好ましい実施形態において、このビアは、規則的なまたは所望のパターンで追加可能であ
り、このパターンは、電気的信号シーケンシングによって決定したビアの場所を伴う。こ
のシーケンシングは、実行する手順に関する信号制御に対して既定である。ステップ３５
３で、所望の取り付け材料を第２有機層５６上に配置することができる。その後、ステッ
プ３５４で第２有機層を、導電性経路の上部に整列させ、配置することができる。本発明
の好ましい実施形態において、この有機層は、粘着性の層、熱の適用、機械的な圧着もし
くはパンチスルー、またはこれらのおよび当業者によって知られている他の技法の組み合
わせを使用して取り付けることが可能である。例えば、接着剤を使用する層または点の適
用のどちらかは、エポキシタイプの液体または半液体材料を第１有機層に塗布することが
できる。第２有機層を整列させ、そしてこれら２つの層をまとめた後、乾燥および硬化プ
ロセスステップを続け、粘着性ボンディングを達成することができる。これらステップは
、最終的作製物の選択した設計および用途に従い、有機材料の追加層に対し再度繰り返す
ことができる。また、融点温度での熱を選択した場所に適用し、２以上の層の整列に続き
、層の制御された再溶解およびボンディングを達成することができる。代替実施形態にお
いては、整列後に機械的にこれら層を取り付けるために、レーザ、クリンプまたは針状の
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装置と共に達成するパンチスルーまたは圧着作業を使用することが可能である。
【００８９】
　ステップ３５５で、各相互接続を構築するために、導電性材料をビアの内側に皮膜でき
る。一度この相互接続を構築すると、ステップ３５４で、第２有機層を第１有機層の上に
配置し、そして第１有機層と共に整列させることができ、それによってそれぞれのホール
を、導電性経路のある部分と正しく重ね合わせることができる。硬化／取り付けプロセス
は、次にステップ３５６で実行することができる。接着剤を使用する層または点の適用の
どちらかは、エポキシ類の液体または半液体材料を第１有機層に塗布することができる。
第２有機層を整列させそしてこれら２つの層をまとめ、乾燥および硬化プロセスステップ
を続け、粘着性ボンディングを達成することができる。これらステップは、最終的作製物
の選択した設計および用途に従い、有機材料の追加層に対して再度繰り返すことができる
。また、融点温度での熱を選択した場所に加え、２つ以上の層の整列に続いて、層の制御
された再溶融およびボンディングを達成することができる。代替実施形態においては、機
械的に層を取り付けるために、整列後、レーザ、クリンプまたは針状の装置と共に達成す
るパンチスルーまたは圧着作業を使用することが可能である。判定ポイント３５７で、も
し別有機層を追加するのならば、本方法は別有機層の追加のため、ステップ３５０に戻り
、そしてステップ３５２－３５６を繰り返す。もし別有機層を追加しないのならば、本方
法はステップ３５８に進む。アレイのためのトランシーバは、ステップ３５８で、最上位
有機層（例えば第２有機層５４）上に取り付ける。その後、ステップ３６０で、これらト
ランシーバをチップ上に直接配置し、そしてこのチップと接続することができる。このチ
ップは、タイミング、パワーまたは周波数等様々なパラメータを制御し、相互接続ネット
ワークと相互接続する。先のアレイ製造方法のこの実現例は、その後完了する。
【００９０】
　図１４は、本発明に従うイメージングアレイ（例えば図４Ｂ）を製造するためのまた別
の方法を図示し、このイメージングアレイは、少なくとも２つの有機層（例えば第１有機
層５４および第２有機層５６）を含んでいる。この実現例において、イメージングアレイ
（１２Ｄ）は第１有機層を有するように製造し、この第１有機層は、ステップ３６２で引
き出される（ｄｒａｗｎ）か、または作製される電気的導電性有機ファブリックから製作
可能である。第１有機層は固体であることが可能であるが、第１有機層の他の状態（半固
体、ゲル状）もまた想定している。第２有機層はまた、様々な電気的導電性有機ファブリ
ックから選択し、そして製作することができ、このファブリックは、ステップ３６４で引
き出される（ｄｒａｗｎ）か、または作製することができる。第２有機層は、溶解したフ
ィラメントから追加することができ、このフィラメントは電気的層間接続および第１有機
層の上部に形成し、そして配置することができる。本発明の一実施形態においては、連続
送りタイプの製造作業を使用することができる。
【００９１】
　一度第１および第２有機層が引き出される（ｄｒａｗｎ）か、または作製されると、ス
テップ３６６で、選択した数のビア（４２）を、第２有機層を貫通して作成することが可
能である。代替一実施形態において、このビアは規則的なパターンで追加することができ
、このパターンは電気的信号のシーケンシングによって決定でき、このシーケンシングは
実行する手順に関する信号制御に対して既定である。ステップ３６７では、第１有機層を
第２有機層と共に取り付け具（図示せず）において整列させることができる。一度取り付
け具において第１および第２有機層を整列させると、ステップ３６８で、取り付け層処理
の次のステップを、第１有機層および第２有機層上で実行することができる。その後ステ
ップ３６９で、相互接続ネットワーク（２０）を形成または作製し、このビアを接続し、
かつこの相互接続ネットワークを、本明細書において別の場所で説明しているような取り
付け層処理によって追加することができる。好ましい実施形態において、この相互接続ネ
ットワークは、第１と第２有機層の間に配置した導電性経路であることができ、電気信号
が流れることを可能にする。この電気的層間接続は、金属トレースもしくは配線、導電性
ペーストまたは導電性経路を伴う膜の何れかを追加することによって達成できるが、他も
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また想定している。第１および第２有機層の両方を伴って形成する本発明の代替実施形態
において、この電気的層間接続は第１有機層の上部に追加できるが、２つより多い有機層
を伴う別実施形態においては、最後に形成した層を除く全て層の上にこの電気的層間接続
を追加することができる。所望の数の入力・出力信号を選択したとき、このイメージング
アレイは、追加の電気的層間接続を、追加の有機層の間で利用し、この導電性経路の妥当
な分離および絶縁と共に信号を送り、かつ受信し、所望の抵抗、インピーダンス、スピー
ドおよび信頼性を達成することができる。この層取り付け処理ステップは、層ボンディン
グ、粘着性の層もしくは熱の適用、または機械的圧着もしくはパンチスルー、またはこれ
らのおよび他の知られている技法の組み合わせによって達成することができる。別の代替
実施形態において、彼層ボンディングは、熱を加えること、物理的状態の変化を受けるこ
と、乾燥させることおよび硬化させることによって達成し、有機ファブリック層間の接着
または取り付けを作成することができ、導電性コアフィラメントが作成され、引き出され
（ｄｒａｗｎ）、または形成され、そしてファブリック状の編み方すなわちパターンで敷
設するステップに続く。
【００９２】
　ステップ３７０で、これらトランシーバおよびこの相互接続ネットワークのための、一
連の取り付け場所を追加することが可能である。その後ステップ３７１で、各トランシー
バは対応する取り付け場所に接続することができる。一実施形態において、この接続は、
このランディングパッドの場所（ｌａｎｄｉｎｇ　ｐａｄ　ｓｉｔｅ）への物理的取り付
けと、この相互接続ネットワークへの電気的取り付けの両方であることができる。この接
続プロセスの完了後、ステップ３７２で、各トランシーバはこの相互接続ネットワークと
作動上関連することが可能である。ステップ３７２後、オプションの追加ステップを続け
ることができ、このトランシーバを、本明細書において別の場所（図５Ａ）で説明してい
るもの等のゲル状材料でカバーすることができる。本明細書において説明しているこの特
定の実施形態および他の特定の実施形態において使用する有機層の数は、特定の適用およ
びイメージングアレイに対する所望の電気信号の複雑さに依存してよいことが高く評価さ
れよう。
【００９３】
　本発明の別側面は、本発明に従い提供されるイメージングシステムを作動させる方法を
提供する。例えば図１５で示しているように、本明細書において提供されるイメージング
システムを作動させる方法は、ステップ３７４を含むものとして図示され、それによって
複数のトランシーバ（１８）の選択した位置は、特定のイメージングアレイ（１２）に対
して決定することができる。一実施形態において、始動信号は、このイメージングアレイ
におけるトランシーバの場所を確立するために使用できる。この始動信号は、これらトラ
ンシーバに送る信号であることができ、それらの場所を、互いに参照点に関して確立する
。本発明の別実施形態は、外部レーザ測定およびセンシングを使用することによって、ま
たは相互接続ネットワークのいたるところでの信号遅延を測定することによって、または
シリコンもしくは金属構成のどちらかにおいて用いることができるひずみ計を使用して、
このイメージングアレイのいたるところでの曲げたわみの角度および量を登録するために
、これらトランシーバの場所を計算するステップを含むことができる。これらトランシー
バの場所を決定するこれらの方法および他の方法もまた、本明細書においては想定される
ことが理解されよう。また、一実施形態におけるこのイメージングシステムは、このイメ
ージングアレイの位置をスキャン中に記録し、これらトランシーバの場所を調整すること
ができる。別実施形態においては、イメージングアレイ内でまたは外部で、一連の１つ以
上の光学測定を行い、このイメージングアレイのいたるところでの曲げたわみの角度およ
び量を登録することができる。
【００９４】
　ステップ３７６で、選択した数のパラメータをスキャニングに対し定義することができ
る。本発明の一実施形態において、これらパラメータは、検出信号に対する周波数、パワ
ー、タイミングおよびパターンを含むことができる。この周波数、パワーおよびタイミン
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グは、特定の関心領域（例えば組織のタイプ）および所望のイメージングの種類に従い、
選択することができる。ステップ３７８で、１つ以上のスキャニングパターンを選択する
ことができる。このスキャニングパターンは、本明細書において別の場所（例えば図１０
Ａ－Ｊ）で説明しているような、同心「円」、ラインツーライン（ｌｉｎｅ－ｔｏ－ｌｉ
ｎｅ）、ポイント・ツー・グルーピング（ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－ｇｒｏｕｐｉｎｇ）および
グルーピング・ツー・ポイント（ｇｒｏｕｐｉｎｇ－ｔｏ－ｐｏｉｎｔ）を含むことがで
きるが、本発明のこれらの側面および他の側面に従った使用に対し、他のスキャニングパ
ターンもまた想定している。本発明に従い使用できるスキャニングパターンの種類は、複
数の要因に従うことができ、これら要因は、使用する特定のアレイ構成、スキャンする関
心領域、および所望のイメージングデータのタイプを含んでいる。例えば、ほぼ同心円ア
レイ構成を、胸組織をスキャンするために選ぶことができる。標準的な一年検診のために
選択するパターンは、単一の、中央トランシーバ（１８Ａ）からの分析信号の伝達と、１
つ以上の場所での１つ以上のトランシーバ（１８Ｂ）で生ずる検出信号の受信とを伴って
進行することができ、この１つ以上の場所は、同心円アレイ内のトランシーバの全体的配
置のいたるところに存在する。一連の次のステップは、トランシーバのアレイ場所のあち
こちでかわるがわる進むよう実行することができ、分析信号の角度、周波数および場所を
変化させることによって、最良のイメージを達成する。さらに、本発明の好ましい実施形
態においては、矩形のトランシーバ（１８）アレイを、皮膚組織をスキャンするために選
ぶことができる。選んだこのスキャニングパターンは、トランシーバの１つのラインから
トランシーバの次のラインへ進行することができ、信号の必要な動きに近づけるように幾
つかの場所のあちこちで交替するため、それゆえ分析信号および検出信号の信号は、ビュ
ーの角度が可変なことによる最良なまたは最適なイメージングデータを達成する。本発明
の別実施形態において、各イメージングアレイの配置、パターンおよび分離は、実行する
イメージングのタイプに従い整合させることができる。各個別のトランシーバの場所は、
規定のパワー、タイミング、および選択した距離、および／または角度で、電気的に取り
組むことができ、複数スキャンラインを作成する。
【００９５】
　ステップ３８２で、検出信号は、このイメージングアレイ上の１つ以上のトランシーバ
によって送信し、受信することが可能である。一実施形態において、トランシーバのこの
送信および受信機能は、３次元イメージングおよびリアルタイムイメージングのために協
調させ、かつタイミングをあわせることができる。別実施形態において、検出信号のこの
生成およびこのイメージングシステムのデータ収集は、超音波信号を、このイメージング
アレイ上のトランシーバの規定したパターンのあちこちに移動させるために、電気的に制
御することができる。この検出信号は、各トランシーバによって作成可能であり、かつ別
のトランシーバと干渉しないよう制御することができる。
【００９６】
　ステップ３８４で、これらトランシーバから受信するようなこの検出信号強度およびタ
イミングは、そのとき、期待した伝達と比較することが可能である。本発明の一実施形態
において、必要なときは、信号を発生させる場所に対し、選択した変換または訂正をする
ことができる。解像度および浸透の深さを最適化するため、周波数の組み合わせを組織に
整合できることが高く評価されよう。検出信号を送り、かつ受信するためのタイミングお
よびパターンシーケンスは、干渉を最小化し、解像度を改善し、３次元イメージ作成のリ
アルタイム性を支持することができる。
【００９７】
　図１６は、本発明の別実施形態に従うイメージングアレイを製造する別方法を図示して
おり、このイメージングアレイは、可撓性回路状および／またはゲル状材料（例えば図５
Ｂ）から製作したキャリアベース（１４Ｅ）を有している。この実現例において、本明細
書において別の場所で説明しているもの等の相互接続ネットワークは、ステップ３９２で
作製することができる。その後ステップ３９６で、選択した数の１つ以上のトランシーバ
（１８）を取り付けることができる。これらトランシーバは、ステップ４００でこの電気
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的導電性ネットワークに接続することができる。その後ステップ４０２で、このゲル状材
料を追加することができる。本発明の一実施形態において、これらトランシーバおよびこ
の電気的導電性ネットワークは、ゲル状材料または液体フォームに埋め込むか、または包
むことができる。別実施形態において、このゲル状伝達層は、これらトランシーバの表面
上部から分離し、そして後でそこに、またはその上に追加することができる。ステップ４
０４で、このゲル状材料を処理し、乾燥させ、かつ硬化させることができる。好ましい実
施形態においては、この処理、乾燥および硬化ステップを実行し、半固体粘綢度を達成す
ることができる。その後、先の方法のこの実現例は完了する。
【００９８】
　図１７を参照すると、これは、本発明に従い提供されるイメージングシステムを作動さ
せるための別方法を示す。この実現例においては、ステップ４０６で、イメージングアレ
イを選択し、そして体領域の上に配置することができる。本明細書において別の場所で説
明している他のイメージングアレイアセンブリを共なうと、このイメージングアレイは、
キャリア材料またはカバーもしくは伝達補助材料としてのゲル状材料の使用を介して、患
者の上に施す液体伝達ゲルの使用を除去、すなわち必要としないようにできることが高く
評価されよう。このゲル状材料は、このイメージングアレイと共に、本明細書において別
の場所で説明しているようなものである。特定の種類のゲル状材料は、増加した伝達効率
を有する等、ある能力特性のために選択することができる。本発明の一実施形態において
、このイメージングアレイは、機械的手段、留め具または接着剤の使用によって、配置す
なわち局所に固定することができる。このイメージングアレイは、接着剤を直接対象また
は患者に適用することにより、所望の場所に配置することができる。一実施形態において
、このイメージングアレイは、重ね合わせマーク、ロケータ（ｌｏｃａｔｏｒ）または参
照点の使用により、位置に配置することができる。別実施形態において、重ね合わせは、
対象組織自体の一意なイメージング特徴を使用して確立することができる。またこのイメ
ージングアレイは、一度だけの、定置配置を伴う作動において、ハンズフリーであること
ができる。一実施形態においては、このイメージングアレイを、使い捨てのおよび／また
は一度だけ使用するアレイであるよう構成するだろう。別の、実施形態においては、この
ゲルコンポーネントのみが使い捨てであることができる。
【００９９】
　ステップ４０８で、オペレータは所望のイメージングソフトウェア・プログラム（８０
）を開始することができ、イメージングソフトウェア・プログラム（８０）は、本明細書
において別の場所で説明しているものを含んでいる。このプログラムが一度開始可能にな
ると、このイメージングシステムの特定のエンドユースまたは用途に基づき、オペレータ
は周波数範囲を選択し、この選択は、本明細書で前もって定義したようなイメージングル
ーチンの選択による。本発明の一実施形態において、この周波数範囲は、特定の体組織の
イメージングに対し選択することができる。例えば、イメージングに対し使用する周波数
は、１－２０ＭＨｚの範囲で選択することができる。周波数の範囲は、１．６－１０ＭＨ
ｚの範囲を含む妊娠超音波に対し使用することができるが、本発明の他の実施形態におい
て、妊娠超音波に対し使用する選択した周波数は、３と７．５ＭＨｚの間を範囲とするこ
とができる。胸組織の用途に対するこの範囲は、３．０－９．０メガヘルツであることが
できる。様々な他の組織タイプに対して所望の範囲を使用することができ、この所望の範
囲は当業者に知られていることが高く評価されよう。
【０１００】
　ステップ４０６およびステップ４０８は、どちらの順序でも発生することができ、また
はこれらステップは、同時にもしくはほぼ同時に発生することができることが高く評価さ
れよう。本明細書において説明している本手順および方法における他のステップもまた、
他で規定していなければ、上で説明しているような様々なシーケンスで実行することがで
きる。
【０１０１】
　選択したイメージングソフトウェアはステップ４１０で、次にスキャンを動作させ、そ
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してそのスキャンした体領域が正常な読み取りと重ね合わさるか、またはさらなる分析が
必要かを指し示す読み取りを提供することができる。例えば、読み取りは、期待した範囲
内になったとき正常と考えることができるか、または読み取りは、期待した範囲の外側に
なったとき、さらなる分析を要求もしくは示唆することができる。
【０１０２】
　このコンピュータイメージングシステムによって生成するイメージは、変化することが
可能である。一実施形態において、このコンピュータシステムは、トランシーバから受信
する超音波データを処理し、医療の専門化が選択するような、２次元、またはデータスラ
ブ（ｄａｔａｓｌａｂ）、または３次元（３Ｄ）イメージ、またはリアルタイム３Ｄ（４
Ｄと呼ばれる）の何れかを生み出すことができ、かつ検査を受けている人体部分の画質の
向上したビューを表示することが可能である。別実施形態において、得られたこの読み取
りは、医療的超音波イメージ、データおよび情報を、３次元フォーマットにおいて生成す
るよう使用することが可能であり、生検または手術等のケースにおけるオフライン分析ま
たはリアルタイム分析のための、内部組織構造を見るための半透明データセットとして表
すことが可能である。この超音波イメージは、伝達した超音波信号に曝される人体の一部
であることができ、そしてフォーマット電気信号情報において、反射したまたは伝達した
超音波信号を受信する。生成したこのイメージは、長期間の時間にわたる、同一の患者か
らのイメージに対する未来の比較のため、参照点と同じくらい正常に特徴付けられる。さ
らにこの読み取りは、３次元イメージをレンダリング（ｒｅｎｄｅｒ）するために使用す
ることができ、この３次元イメージは、イメージ化した患者の体組織または器官システム
の診断的分析のために使用することができる。
【０１０３】
　本明細書においては、イメージングアレイの作動中、加速度計等を使用して、患者また
は超音波アセンブリの移動を監視することが望ましいことがある。このイメージングアレ
イは、読み取り中、定置であることができるが、本発明のある実施形態においては、この
イメージングアレイは、作動中移動することができる。
【０１０４】
　判定ポイント４１２で、このイメージングソフトウェアは、この読み取りがステップ４
１０で受け入れ可能な範囲内であるかどうかに基づき行うアクションを決定することがで
きる。もしこの読み取りが選択した範囲内であるならば、そのときこのイメージングソフ
トウェアはステップ４１４で、イメージデータの標準的収集を実行できる。イメージデー
タのこの標準的収集は、好ましくはこのイメージデータを、本明細書において別の場所で
説明しているようなイメージデータベース（７８）内に記憶することができる。もしこの
読み取りが受け入れ可能範囲内でないならば、そのときこのイメージングソフトウェアは
ステップ４１６で、イメージデータの強化収集を実行することが可能である。本発明の一
実施形態において、イメージデータのこの強化収集は、追加イメージデータを取り込むが
、別実施形態において、イメージデータのこの強化収集は、より高解像度でイメージデー
タを取り込むことができる。記憶のためのデータセットは、決定的データポイントのみを
取り込むために統計的に選んだ完全なセットまたはサブセットであり、それによって記憶
のために要求するコンピュータメモリの量を最小化することが可能である。ステップ４１
４またはステップ４１６で記憶するこのイメージデータは、本明細書において別の場所で
説明しているような可搬データメモリストレージデバイス（８２）、または第三者システ
ムとインターフェースするためのデータ処理もしくはイメージ作成のための変換回路ボー
ド上で、追加的にまたは代替的に記憶することができる。それからこの電気信号は、表示
のためのイメージを生み出すよう処理し分析することができ、および／またはこのイメー
ジデータは、共同研究およびリモート分析を含む様々な目的のため、第三者に送信するこ
とができる。本発明の実施形態において、３次元イメージデータの選択したグループは、
パターン認識パラメータのセットに対し統計的に分析することができ、興味の体部分の付
属的医療分析を提供する。統計的にハイライトされた決定的な関心の領域は、それからス
トレージに対し選択できる。ステップ４１４またはステップ４１６の完了と同時に、この
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イメージングシステムはこのイメージングデータを、さらなる処理のため利用することが
できる。
【０１０５】
　本発明の別側面に従い、このデータイメージのさらなる処理は、関心領域を処置するこ
とを含むことができる。関心領域を処置することは、関心領域に治療上の処置を提供する
等の様々な活動を含んでいるが、他の処置もまた想定している。例えば、処置は、化学物
質の濃度の決定、放射線照射（ｒａｄｉａｔｉｏｎ　ｄｏｓｉｎｇ）、領域の処置および
治療（皮膚または他の組織を介して薬剤の熱または電動移動をさせる等）を含むことがで
きる。加えて、このデータイメージのさらなる処理は、このイメージデータまたは分析を
、医療従業者、共同研究者、患者、またはリモートのもしくはローカルのストレージと通
信すなわち送信することを含むことができる。さらなる処理はまた、追加データに対する
関心領域のレンズ化および／または拡大を含むことができる。よって、ステップ４１８の
完了と同時に、先の方法のこの実現例は完了する。上述した本発明の他の実施形態と共に
、コンピュータシステム（１６）は、選択したイメージ情報に対する患者コードを作成す
るよう使用することができ、この患者コードは、任意の個人または個人のグループに対す
る継続的超音波検査の記憶、検索および比較のためのものである。
【０１０６】
　本明細書において、イメージングアレイシステムおよび関係する使用の方法は、超音波
イメージング、温度センシング、赤外線、磁気または局所解剖学的イメージング等の様々
なイメージング用途に対し使用できることが高く評価されよう。またこのイメージングア
レイは、このイメージングアレイの位置を変更することなしに、ユーザが領域の読み取り
を製作することを可能にできること、ならびにこのイメージングシステムは、特定の適用
に対し重要だと考えられるイメージデータをハイライトすることができ、より関心の高い
領域に読み取りを狭める能力のため、イメージの記憶のための減少した要求をサポートで
きることが高く評価されよう。本発明の好ましい実施形態は、単回使用に適した、すなわ
ち使い捨て可能なアイテムとしての比較的低コスト材料およびコンポーネント（例えばト
ランシーバ、変換器、キャリア材料）から形成できるイメージングアレイを提供するが、
他の実施形態においては、複数または多数回使用できるイメージングアレイを提供する。
特に、本明細書において、構築および製造の方法は、上述のように単なる超音波トランシ
ーバ以上のものを包含することが可能であるが、温度、赤外線、光学上の測定もしくはデ
ータ取得、または超音波データの統計的スクリーニングに対し等しく適用可能である。本
明細書において提供されるこのデータ取得システムは、「固定の」ものとして考えられる
わけではなく、かつ様々な方法において修正可能である。このシステムの様々なコンポー
ネントは、プローブ、イメージングまたは制御ソフトウェア等のモジュール方式アプロー
チを反映して、特定の必要性にしたがって仕立てることが可能であり、対応する変換ボー
ドは分離して製造可能であるが、医療的データ取得のための特定の適用に取り組むため、
共に動作する。同時に、また結果として、全体的データ取得システムは、所望のように可
変に構成することができる。
【０１０７】
　特定の実現例を図示し、かつ説明してきたが、様々な修正をそれになすことが可能であ
り、かつ本明細書においてはそのことが想定されているという前述のことが理解されよう
。また本発明は、本明細書内で提供される特定の例によって限定する意図はない。前述の
明細書への参照と共に本発明は説明してきたが、本明細書において、好ましい実施形態の
説明および図示は、限定する意味において解釈されるべきことを意味するものではない。
さらに、本発明の全ての側面は、様々な条件および変数に依存する、本明細書において記
載した特定の描写、構成または相対的比率に限定されないことが理解されよう。本発明の
実施形態の形態および詳細の様々な修正は、当業者には明らかであろう。それゆえ本発明
はまた、あらゆるこれらの修正、変形および均等物をカバーすることを想定している。
【図面の簡単な説明】
【０１０８】
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【図１】データ取得、治療および／またはイメージングシステムを図示する単純化したブ
ロック図である。
【図２】データ取得および／またはイメージングアレイを図示する単純化したブロック図
である。以下でイメージングアレイとして参照する。
【図３Ａ】セラミックファブリック状のまたは硬質のキャリアベースを有するイメージン
グアレイを示す単純化した透視図である。
【図３Ｂ】図３Ａで示しているイメージングアレイの、トランシーバを伴わない単純化し
た透視図であり、このトランシーバは、セラミックキャリアベース上のイメージングアレ
イの相互接続ネットワークを示している。
【図３Ｃ】セラミックキャリアベースに埋め込んだ相互接続層を有するイメージングアレ
イの単純化した透視図である。
【図４Ａ】有機ファブリックキャリアベースを有するイメージングアレイの実施形態の単
純化した透視図である。
【図４Ｂ】素子の有機ファブリックキャリアベースを有するイメージングアレイの透視図
である。
【図５Ａ】複層キャリアベースを有するイメージングアレイの単純化した透視図であり、
この複層キャリアベースは、可撓性回路膜状材料および／またはゲル状材料から製作する
。
【図５Ｂ】単一層キャリアベースを有するイメージングアレイの単純化した透視図であり
、この単一層キャリアベースは、その中に埋め込んだトランシーバおよび相互接続層を伴
うゲル状材料から製作する。
【図５Ｃ】単一層キャリアベースを有するイメージングアレイの単純化した透視図であり
、この単一層キャリアベースは、その中に埋め込んだ相互接続層を伴うゲル状材料から製
作する。
【図６】コンピュータシステムの単純化したブロック図である。
【図７】コンピュータシステムのためのイメージングソフトウェアの、単純化したブロッ
ク図である。
【図８】イメージングシステムの作動を図示するフロー図である。
【図９】物体の検出を図示するイメージングアレイの単純化した透視図である。
【図１０Ａ】同心円スキャニングパターンの実施形態の、単純化した横断面図である。
【図１０Ｂ】同心円スキャニングパターンの実施形態の、単純化した横断面図である。
【図１０Ｃ】同心円スキャニングパターンの実施形態の、単純化した横断面図である。
【図１０Ｄ】ラインツーライン（ｌｉｎｅ－ｔｏ－ｌｉｎｅ）スキャニングパターンの実
施形態の、単純化した横断面図である。
【図１０Ｅ】ラインツーライン（ｌｉｎｅ－ｔｏ－ｌｉｎｅ）スキャニングパターンの実
施形態の、単純化した横断面図である。
【図１０Ｆ】ラインツーライン（ｌｉｎｅ－ｔｏ－ｌｉｎｅ）スキャニングパターンの実
施形態の、単純化した横断面図である。
【図１０Ｇ】ラインツーライン（ｌｉｎｅ－ｔｏ－ｌｉｎｅ）スキャニングパターンの実
施形態の、単純化した横断面図である。
【図１０Ｈ】ラインツーライン（ｌｉｎｅ－ｔｏ－ｌｉｎｅ）スキャニングパターンの実
施形態の、単純化した横断面図である。
【図１０Ｉ】グループツーポイント（ｇｒｏｕｐ－ｔｏ－ｐｏｉｎｔ）スキャニングパタ
ーンの実施形態の、単純化した横断面図である。
【図１０Ｊ】ポイントツーグループ（ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－ｇｒｏｕｐ）スキャニングパタ
ーンの実施形態の、単純化した横断面図である。
【図１１】セラミックキャリアベースを有するイメージングシステムの、実施形態を製造
するための方法を図示するフロー図である。
【図１２】セラミックキャリアベースを有するイメージングシステムの、別実施形態を製
造するための方法を図示するフロー図である。
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【図１３】有機キャリアベースを有するイメージングシステムの、実施形態を製造するた
めの方法を図示するフロー図である。
【図１４】有機キャリアベースを有するイメージングシステムの、別実施形態を製造する
ための方法を図示するフロー図である。
【図１５】イメージングシステムに対する作動のための方法を図示するフロー図である。
【図１６】ゲル状材料から製作したキャリアベースを有するイメージングシステムの、実
施形態を製造するための方法を図示するフロー図である。
【図１７】イメージングシステムの前記作動を図示するフロー図である。

【図１】

【図２】

【図３Ａ】
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